
令和２年７月３０日 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 

 保健衛生部 

 新型コロナウイルス感染症対策担当 

 電話 042-754-1111 内線 5651 

 

新型コロナウイルス感染症に関する保健所の取組に係る中間報告書について 

 

令和元年１２月に中国湖北省武漢市で原因不明の肺炎患者として報告された新型コロナ

ウイルス感染症は、世界的な大流行となり、現在も終息の時期が見えない状況となっていま

す。 

 本市においては、国内でも初期の段階から患者が発生するとともに、この疾病の特性が分

からない状況の中、急激な患者の増加に対し、医療機関と保健所が連携し、相談、検査、医

療の体制を構築してきました。 

 今回、こうした取組を振り返るとともに、課題を抽出し、今後の対応を検討するため、６

月末までの中間報告書を作成しましたので、ご報告いたします。 

 

１ 中間報告書の内容 

 Ⅰ 本市における患者の発生状況 

 Ⅱ 新型コロナウイルス感染症への本市の対応 

   １ 相談体制 

   ２ 検体採取 

   ３ 検査体制と検体搬送 

   ４ 医療提供体制及び支援事業 

   ５ 患者対応 

   ６ 保健所の体制強化 

   ７ 庁内及び他機関との連携 

   ８ 市民周知・広報 

   ９ 国への要望活動 

  １０ その他 

 Ⅲ 資料編 

   １ 相談件数 

   ２ 検査件数 

   ３ 報道発表資料 

   ４ 国、県、市の対応一覧 

 

２ 今後の検証 

  ８月に開催する医療関係者や感染症の学識経験者を構成員とする「市 インフルエンザ

等 医療対策会議」において報告を行い、これまでの取組の検証を行っていただく予定です。 
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はじめに 

 

令和元年１２月、中国湖北省武漢市で原因不明の肺炎患者として報告された新型コロナウイル

ス感染症は、その後中国全土に感染が拡大したため、世界保健機関は令和２年１月３１日に国際

的に懸念される公衆衛生上の緊急事態を宣言し、さらに、世界的な大流行となったため、３月  

１１日にパンデミック相当との認識を表明した。現在も世界では、１週間で１００万人以上の感

染が確認されており、終息の時期が見えない状況となっている。 

 

１月１５日、国内で最初の感染者が確認され、国は２月１日に新型コロナウイルス感染症を指

定感染症に指定した後、３月１３日に新型インフルエンザ等対策特別措置法の改正案が可決・成

立し、翌日から施行となった。また、同月２９日、タレントの志村けんさんが亡くなり、国民に

大きな衝撃を与えた。 

４月に入り患者が急増したことから、国は同月７日に神奈川県を含む７都道府県を対象に緊急

事態宣言を行い、同月１６日、対象地域が全ての都道府県に拡大された。 

その後、３つの密を防ぐことや外出自粛の効果などにより、感染の拡大が抑えられ、５月１４

日に８都道府県を除く３９県で宣言が解除され、同月２１日に関西３府県が解除、同月２５日に

残りの１都３県と北海道において宣言が解除されて全面解除となり、社会経済活動が再開してい

る。 

 

本市においては、国内でも初期の段階から患者が発生するとともに、横浜に寄港したクルーズ

客船「ダイヤモンドプリンセス号」の感染者の対応もあり、この疾病の特性が分からない状況の

中、急激な患者の増加に対し、医療機関と保健所が連携し、相談、検査、医療の体制を構築して

きた。特に積極的疫学調査やＰＣＲ検査を実施することにより、クラスターが発生しても大きな

感染拡大には至らず、４月の上旬から中旬をピークにして、５月中旬からは落ち着いた状況とな

っていた。 

しかしながら、６月１７日以降、断続的に新規の患者が発生し、７月になると患者の発生が急

増している状況であることから、適切な医療提供体制や検査体制とともに、保健所の体制を整備

する必要が生じている。 

 

今後の第２波、第３波に備えるに当たり、６月までの保健所の対応をまとめることで、いくつ

かの課題が明らかになったが、こうした課題に対して真摯に取り組み、関係機関と連携し、解決

を図ることで７２万市民の安全・安全につながるよう、万全を期してまいりたい。 

 

 結びに、未知の新型コロナウイルス感染症に対し、最前線で治療に当たっている医師や看護師

など、医療従事者の方々に対しては、自らや家族が感染するリスクと闘いながら、大切な命を救

うために献身的に取り組んでいただき、最大級の感謝を申し上げたい。 

 

 

相模原市健康福祉局保健衛生部長 

（兼）保健所長   鈴木 仁一 
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Ⅰ 本市における患者の発生状況 

   

令和２年２月１７日、市内在住の新型コロナウイルス感染症患者の１例目を神奈川県と合同

で記者発表してから、６月３０日までに９０例の患者を発表している。 

  患者の発生動向としては、２月にクラスターが発生するなど、国内のどの地域よりも早く感

染拡大の局面が訪れた。３月の新規感染者数は落ち着きをみせるものの、４月に入ると海外か

らの帰国者からも患者を確認し、上旬から中旬にかけてピークを迎えた。 

その後、緊急事態宣言による外出自粛の効果などもあり、しばらくは落ち着いた状況となっ

ていたが、６月後半から断続的に患者が発生し、予断を許さない状況が続いている。 

 

【本市における患者発生状況（６月３０日時点）】  

 〇市発表による患者の発生状況 

緑区 中央区 南区 市外 合計 

２１人 ３４人 ２８人 ７人 ９０人 

 

 〇男女別       〇年代別 

男性 女性  
10 歳 

未満 
10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 

55 人 35 人  3 人 1 人 24 人 9 人 14 人 22 人 5 人 6 人 6 人 

 

＜新型コロナウイルス感染症患者の発生状況の推移＞  

 

直近１週間の人口１０万人当たりの累積新規陽性者数（人） 

注 1 クルーズ船、環境検査及び陰性確認のための検査は含まない。  

注 2 陽性率については、直近 1 週間の人口 10万人当たりの新規感染者数を基に算出 

注 3 5/29 分は陰性化確認された方が再陽性となったため、新規陽性者数には含まない。 
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Ⅱ 新型コロナウイルス感染症への本市の対応 

 

 １ 相談体制 

 

市保健所では、令和２年１月下旬以降、未知のウイルスに関する問合せ等が徐々に増加し

たことから、２月１０日に「帰国者・接触者相談センター」を、同月２９日に「新型コロナ

ウイルス感染症コールセンター」を開設するとともに、医療機関からの入電に対応するため、

医療機関専用電話を設置して市内の医療機関との連携を図った。 

「帰国者・接触者相談センター」の開設当初は、１０年前の新型インフルエンザ流行時に

発熱相談センターを設置した会議室を利用し、保健師や保健所職員が相談対応を行っていた

が、「新型コロナウイルス感染症コールセンター」の開設に合わせて外部委託を行ったことに

より、保健所の職員の負担軽減を図った。その後、人員体制の拡充に伴い、３密を回避する

ために別の会議室へ移動し、相談対応を行っている。 

 

  〇相談件数                                （件） 

 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 合計 

帰国者・接触者相談センター 1,394 2,443 4,647 2,617 1,875 12,976 

新型コロナウイルス感染症 

コールセンター 
25 2,054 3,996 2,112 1,387 9,574 

 

 （１）帰国者・接触者相談センター 

    ２月１０日、電話での相談を通じ、疑い患者を帰国者・接触者外来へ受診調整する「帰

国者・接触者相談センター」を開設した。開設当初は平日の午前８時３０分から午後５時

１５分まで（夜間・休日は市役所代表電話経由で対応）で運用を開始し、同月１７日から

平日は午前８時３０分から午後９時まで、土日祝日は午前９時から午後６時まで相談時間

を拡充するとともに、電話回線を増設し、職員も増員して対応した。 

同月２９日からは外部委託を行い、土日祝日も含め２４時間体制で対応している。 

・１日当たり最大相談件数 ２１５件（４月１０日） 

 

（２）新型コロナウイルス感染症コールセンター 

２月２９日、新型コロナウイルス感染症に関する一般的な相談に対応するために「新型

コロナウイルス感染症コールセンター」を「帰国者・接触者相談センター」に併設した。

相談時間は土日祝日も含め、午前９時から午後９時まで対応している。 

・１日当たり最大件数 １７６件（４月９日） 

 

 

●相談件数の推移に応じた人員体制や電話回線の増設が必要であり、相談件数が急増した

場合の迅速な人員体制の確保が課題であるため、委託業者との事前の調整を行う。 

●相談センターの勤務体制が２４時間体制であることから、休憩スペース等従事する相談

員の労働環境に配慮する必要がある。 

 

 

 

 

【課題及び今後の対応】 
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２ 検体採取 

 

   感染の疑いのある者を確認した場合、帰国者・接触者相談センターは、疾病対策課に連絡

する。連絡を受けた疾病対策課は受診及び検体採取のため、帰国者・接触者外来や相模原市

医師会ＰＣＲ検査センターの予約時間等について調整するとともに、本人に対し受診に当た

っての説明を行っている。 

   新型コロナウイルス感染症に係る検査については、行政検査として、帰国者・接触者外来

等において採取された鼻咽頭ぬぐい液や喀痰等の検体を、核酸検出法のＰＣＲ検査により行

ってきたが、３月６日に診療の一環として医療機関が行うＰＣＲ検査が、５月１３日に抗原

検査がそれぞれ保険適用され、また、６月２日にＰＣＲ検査の検体として唾液が追加された。 

 

※ 行政検査：感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律(平成１０年法律

第１１４号。以下「感染症法」という。)に基づき、保健所で検査し、分析・評価する仕組

み。 

 

  〇検体採取件数                               （件） 

  ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 合計 

帰国者・接触者

外来 

医療機関（４か所） 

市設置 （１か所） 
29 197 354 294 184 1,058 

相模原市医師会ＰＣＲ検査センター 

（ドライブスルー式集合検査場） 
    42 42 

 

 （１）帰国者・接触者外来 

   ア 医療機関設置 

  １月２９日以降、新型インフルエンザ等発生時の帰国者・接触者外来に関する協定を

締結している市内４か所の医療機関に対し、開設に向けての相談・意向確認や陰圧テン

トの設置支援を行い、２月１０日、１４日、１７日、１９日に順次、帰国者・接触者外

来が開設された。 

外来の開設に当たっては、新型インフルエンザ等対策特別措置法(平成２４年法律第

３１号)に基づき、平成２７年度から毎年実施している新型インフルエンザ対応訓練の

経験から、各医療機関において積極的な院内調整が図られていた。 

また、開設時間は、おおむね午前９時から午後３時までであり、対応できる件数は１

日当たり最大で２０件となっている。大型連休中も、４医療機関の協力により、休止す

ることなく外来を開設した。 

なお、検査件数の減少により、６月８日から各医療機関の外来開設日を曜日ごとの当

番制としている。 

 

 

   ●屋外にテントを設置して対応している病院もあるため、夏の暑さ対策等が必要である。

スポットクーラーの設置など、帰国者・接触者外来の設備整備に係る各医療機関の要望

をとりまとめ、県へ要望していく。 

 

   

 

【課題及び今後の対応】 
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 イ 市設置 

    ３月２６日から市内１か所にて週２回程度、１日当たり最大で６件の検体採取を実施し

た（６月からはＰＣＲ検査センターへ移行）。 

従事者は、医師会から医師及び事務職員が、市からは医師の補助を行う保健師や放射線

技師及び事務職員の合計４人を派遣して対応した。 

 

（２）契約締結医療機関 

４月１日以降、市と行政検査の委託契約を締結した各医療機関が民間検査機関に委託し、

検査を実施した（６月３０日時点で２５医療機関と契約を締結）。 

 

 

   ●今後、検査数が増加することを想定し、契約締結医療機関に保健所から外来調整を行う

ことについて各医療機関との調整が必要である。 

   ●帰国者・接触者外来以外の医療機関で採取した検体について、衛生研究所又は民間検査

機関のいずれで検査するかの棲み分けについて、整理する。 

 

  

（３）相模原市医師会ＰＣＲ検査センター 

    ６月１１日、医師会が設置者となるドライブスルー方式の検査センターを開設した。６

月３０日時点では週２回、１日当たり最大１８件の対応を想定し、完全予約制で実施して

いる。検体の検査については民間検査機関に委託している。  

    従事者は、医師会から医師１人及び事務職員４人が、市からは医師の補助を行う保健師

１人及び事務職員１人を派遣し、７人体制で対応している。 

 

 

   ●運営について、看護師（保健師）や事務職員の確保、土曜日の検査における市職員の確

保が課題であるため、医師会において委託等を検討する。また、土曜日の検査の場合、

結果判明が日曜日となるため、陽性者判明時の疫学調査について整理する。 

   ●検査センターの会場が地下掘割式の半屋外の駐車場であり、空調が完備されていないた

め、夏の暑さへの対応や風雨対策が課題となっている。スポットクーラーの設置や勤務

が困難な場合には、（１）イの場所に戻すことも検討する。 

   ●今後、検査件数が増加した場合については、検査実施日や１日の検査可能件数の増加に

ついて、医師会と調整を行う必要がある。 

 

  

３ 検査体制と検体搬送 

 

検体採取と検査について 

 

   帰国者・接触者外来                  市衛生研究所 

                       搬送 

   相模原市医師会ＰＣＲ検査センター 

                              民間検査機関 

   行政検査委託医療機関                 （院内検査を含む。） 

【課題及び今後の対応】 

【課題及び今後の対応】 
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（１）衛生研究所による検査 

    １月２９日、検査機器であるリアルタイムＰＣＲ２台を新型コロナウイルス感染症検査

対応とし、１日当たり４０検体の検査体制を整備した。３月下旬にリアルタイムＰＣＲ１

台を購入し、検査機器３台で１日６０検体まで検査可能な体制とした。 

    一方で、実際の検査に当たっては、患者が発生すると濃厚接触者を迅速に検査する必要

があるため、限られた検査機器、人員配置であるものの積極的に検査対応を図ることで、

１日当たり最大で９６検体（３月５日）の検査を実施した。 

    なお、衛生研究所では、濃厚接触者及び帰国者・接触者外来受診者に対する検査、陽性

者が退院するために行う陰性化確認検査に加えて、クラスターの発生を未然に防ぐため、

陽性者と接触した方を対象に広く検査を実施している。 

 

   〇検査実績 

 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 合計 

検査人数（人） 528 672 1,042 821 731 3,794 

検査件数（件） 590 751 1,122 845 736 4,044 

 

 

●正確な検査を行っていくためには、高い技術力と豊かな経験を持った専門職員が必要で

ある。また、過去に経験を持つ専門職員であっても、新しい検査法や検査機器の取り扱

いを習熟するまでに時間を要することから、人材確保や人材育成を進めるなど、次の波

に備えた人員体制の強化を図る。 

●国が新しい検査方法を承認したこと、並びに、検査件数の増加に対応するため、国の補

助制度（補助率１０／１０）を利用し、リアルタイムＰＣＲ及びサーマルサイクラー等

の検査機器の追加整備及び検査用消耗品・医薬材料の確保を行う。 

 

 （２）民間検査機関 

２月２５日、厚生労働省から感染経路が明らかでない患者が散発的に発生している状況

等により、検査の需要が一時的に逼迫することが想定される中、検査体制の確保の方法と

して民間検査機関の活用が示された。 

本市においては、市と契約を締結した医療機関が民間検査機関に検査の委託を行ってい

るほか、ＰＣＲ検査センターで採取した検体についても、医師会が民間検査機関へ検査を

委託している。 

 

 

   ●検体の採取方法（唾液）や民間検査機関等の利用推進など、国の通知により、対応方法

の変更が頻繁に行われていることから、国の動向や患者の発生状況、民間検査機関の情

報を注視し、必要に応じた対応を行う。 

   ●第２波による感染拡大に伴う検査件数を見込み、行政検査における公費負担分について

予算の確保を行う。 

 

  

（３）検体の搬送 

    衛生研究所で検査する検体については、各局区から職員を１日４人動員し、２コースを

２回巡回して、医療機関等から回収し、冷温で保管が可能な専用の箱に入れて搬送してい

【課題及び今後の対応】 

【課題及び今後の対応】 



- 6 - 

 

る。 

 

 

   ●職員の動員については、動員元での事業再開により人員確保が難しくなるため、民間業

者への委託化を進める。 

 

 

 ４ 医療提供体制及び支援事業 

 

新型コロナウイルス感染症は、１月２８日の閣議決定の後、２月１日から感染症法に基づ

く「指定感染症」とする政令が施行された。 

このため、感染症法に基づき、医師から届出があった新型コロナウイルス感染症患者につ

いては、就業制限や感染症指定医療機関等への入院措置を実施することとなった。 

２月３日、横浜市に所在する港にクルーズ船が寄港し、同船において新型コロナウイルス

感染症患者等の発生が一時的に多数報告されていること等を踏まえ、同月９日の厚生労働省

事務連絡にて「緊急その他やむを得ない場合につき、感染症指定医療機関における感染症病

床以外に入院させること、又は、感染症指定医療機関以外の医療機関に入院させることが可

能」とされた。 

２月２５日、政府の新型コロナウイルス感染症対策本部で、「新型コロナウイルス感染症対

策の基本方針」が決定された。この方針の中で、状況の進展に応じて講じていくべき施策と

して、「地域での感染拡大により、入院を要する患者が増大し、重症者等に対する入院医療の

提供に支障をきたすと判断される場合、①一般の医療機関においても、一般病床も含め、一

定の感染予防策を講じた上で、必要な病床を確保する。②高齢者や基礎疾患を有する等のリ

スクがある方以外で、症状がない又は医学的に症状が軽い方には、ＰＣＲ等検査陽性であっ

ても、自宅での安静・療養を原則とする」とされた。 

３月２５日、神奈川県は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けて、新たな緊急医

療体制として、中等症の患者を集中的に受け入れる「重点医療機関」を設定した「神奈川モ

デル」を発表した。本市では、この「神奈川モデル」を基本としつつ、新型コロナウイルス

感染症の患者が大幅に増えた際、治療の必要な方に適切な医療を提供するために、病床を確

実に確保するなど、必要な病床の確保を図ってきた。 
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  その後、埼玉県において自宅療養中の患者が死亡したことから、厚生労働省から４月２３

日に「宿泊施設が十分に確保されている地域では、宿泊療養を基本として対応する」ことと

された。 

 

（１）重点医療機関 

    ４月１日、神奈川県が国立病院機構相模原病院を重点医療機関として公表した。 

    ４月３日に開催した「市内の医療体制に係る対策会議」にて、旧北里大学東病院の活用

が提案され、同月２４日、知事と市長の連名で重点医療機関としての位置付けを北里研究

所に依頼した。５月１日、北里大学と県、市で打合せが行われ、同月２０日に新型コロナ

ウイルス感染症患者専用の病床として開設され、同月２１日に県が重点医療機関として認

定したことを公表した。 

    ５月１２日、人工呼吸器、陰圧テントを整備した相模原協同病院を県が重点医療機関と

して公表した。 

 

 

   ●重点医療機関は、「神奈川モデル」の一環として神奈川県が認定して、病床を確保してい

る。引き続き、必要な病床数が確保できるよう、県と連携して対応する。 

 

  

（２）入院協力事業と空床補償 

    ３月２７日、今後の陽性者の増加が見込まれることから、治療の必要な患者に適切な医

療が提供できるよう、市内の医療機関が市と連携して入院患者等の受入れを行った際、当

該医療機関へ市独自の補助を実施することを発表した。この入院協力事業は、２月１日か

らを補助の対象期間とし、１日当たり最大２０万円程度を補助するもので、市内の９つの

医療機関が約３０床の受入れに協力する意向を示した。 

    また、空床補償については、令和２年度において、受入れに協力する医療機関のアンケ

ート調査を実施し、回答内容に基づき、４月２０日の市長会見で小児用を除く約５０床と

最大８床の小児用病床の確保について発表した。 

    その後、患者の発生状況が落ち着いたことから、病床を一般病床に戻す医療機関があっ

たため、小児用病床を含め３５床に縮小している。 

 

 

   ●病床の確保については、今後の患者の発生状況に応じた対応が必要となるが、一方で新

型コロナウイルス感染症以外の医療提供体制も確保する必要があるため、「神奈川モデ

ル」の重点医療機関との重複の整理を含めて、神奈川県と連携を図りながら調整してい

く。 

 

（３）相模原宿泊療養施設 

ア 運営 

４月２０日、旧北里大学東病院の元看護師寮を整備し、神奈川モデルの一環として相

模原宿泊療養施設の運営を開始した。患者の受入れは４０室まで利用可能で、職員は２

４時間常駐し、健康管理は保健師が対応している。 

なお、６月３０日時点では入所者が０人のため、一時的に閉鎖している。 

【課題及び今後の対応】 
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   ●北里研究所との契約が９月末までのため、１０月以降の契約延長についての調整を行う

とともに、必要な予算を確保する。 

   ●退所基準日が発症から１０日間になったことから、入所期間が短くなり、感染が拡大し

た場合には入退所の出入りが頻繁に行われるため、保健師と施設管理担当で引継ぎなど

の漏れがないようにする。 

   ●神奈川モデルとして、市外からの入所者の管理等について、県との連携が円滑に行える

よう、日頃から情報交換や対応方法の調整を行う。 

   ●地域性を踏まえた患者の発生状況や神奈川モデルとしての必要数の調整を行い、必要で

あれば２番目以降の宿泊施設の交渉を行っていく。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  イ 職員の配置及び研修 

    運営当初から市職員で対応しており、昼間は保健師１人を含む３人、夜間は２人で運

用を開始した。４月２８日から昼間は保健師１人を含む４人、夜間は３人で運用してい

たが、施設利用者が減少したことから、５月１３日から昼間は保健師１人を含む２人、

夜間も２人で対応している。 

    また、職員の勤務に当たっては、事前に研修を実施し、施設運営、防護服の着脱方法

を指導している。 

 

 

  ●夜間勤務や看護職（保健師）の配置があるため、勤務する職員のシフトや入所人員に合

わせた職員数の見直しを随時行うとともに、委託の可能性について検討する。 

 

 

ウ 健康管理 

神奈川モデルとして、入所者がＬＩＮＥアプリの「神奈川療養サポート」に登録し、

１日２回、健康状態などを回答している。回答内容から体調が良くない場合や、回答そ

のものがない場合には保健師から直接、電話等で連絡を入れ、体調の確認を行っている。 

 

   エ 災害時対応について 

     災害時において、入院患者や宿泊施設に入所中の患者については、そのまま各施設で

療養を続けることとなるが、自宅療養者が自宅で療養ができない場合には、原則として

宿泊施設に避難させる。この際、患者自身で宿泊施設への移動ができない場合には、消

【課題及び今後の対応】 
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防や防災協会にて移送を行うこととする。ただし、道路の寸断等により移動が困難な場

合には地域の避難所へ避難することになるため、個別管理等の配慮を行う。 

 

 

   ●今後、感染が拡大し、宿泊施設への避難が困難な場合に備え、新たな自宅療養者の避難

先について検討する。 

 

 

 （４）医療従事者への支援（新型コロナウイルス感染症対策医療従事者応援事業補助金） 

    新型コロナウイルス感染症患者等との接触機会がある医療従事者を応援するため、臨時

の危険手当支給制度等を創設した医療機関に対して、新型コロナウイルス感染症対策支援

寄附金を活用して市独自の補助制度を創設した。 

対象医療機関 ・第二種感染症指定医療機関 

・特定機能病院 

・帰国者・接触者外来実施医療機関 

・入院受入協力医療機関 

・ＰＣＲ検査センター 

・ＰＣＲ検査等契約締結医療機関 

対象医療従事者 医師、看護師、薬剤師、診療放射線技師、臨床工学技士、臨床検

査技師、看護助手、救急救命士 

対象期間 令和２年４月１日から９月３０日まで 

支援金額 １人１か月当たり２万円（上限） ６か月最大１２万円 

    

 

●５月２５日以降、外出自粛やイベント開催制限の段階的な緩和により、感染患者が増加

傾向にある状況を踏まえ、対象期間の延長を検討する。 

 

 

（５）物資の提供 

    患者の急激な増加により、物資の確保が困難になったことから、配布計画を作成し、市

から医療機関等に対してマスク等を配布した。 

・配布物資（６月３０日時点）   

マスク（Ｎ９５マスク含む。） １４１，６２０枚 

防護服（防護具セット含む。）   ２，５７６着 

   

 

●防護服等の物資が入手困難になったことから、第２波に備えて必要量の備蓄を行い、医

療機関等で入手が困難になった際には配布を行う。 

 

 

（６）医療機関の経営状況 

   市内の複数の医療機関では、患者を受け入れたことによる風評被害や病院への受診を控

えるなどの理由から一般の患者が減少し、経営的に深刻な影響が出始めている。本市では、

指定都市市長会などを通じ、患者や疑い患者を受け入れている医療機関や外来患者の減少

【課題及び今後の対応】 
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等により経営状態が悪化している医療機関に対して、財政的支援を行うよう国に働きかけ

た。 

 

 

  ●医療関係団体を通じ、経営状態の把握に努め、引き続き、指定都市市長会などあらゆる

機会を通じて、経営状態が悪化している医療機関への財政的支援を国へ要望していく。 

 

 

５ 患者対応  

 

 （１）患者発生時の対応 

検査の結果については、医療機関の医師又は保健所から本人に伝えられるが、陽性の場

合には、医師のメディカルチェックを基本に、保健所の医師や担当の保健師、本人や家族

と相談の上、入院又は宿泊療養若しくは自宅療養のいずれとするか調整している。 

    入院の必要がない軽症者や無症状病原体保有者の場合、宿泊施設の利用について説明を

行い、宿泊施設の担当者と入所について調整する。諸事情により自宅療養となった場合に

は、注意事項などを説明している。 

    また、神奈川モデルに基づき県の調整本部との連携・報告を行うとともに、感染症法に

基づき発生届の受理、ＮＥＳＩＤ（感染症サーベイランスシステム）への入力、発生動向

調査検査票の作成を行っている。 

 

 

   ●新しいシステム「新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システム（ＨＥＲ－

ＳＹＳ）」への移行を進め、業務の効率化を図るとともに、各医療機関でも活用が進むよ

う、周知啓発等を行う。 

 

  

（２）積極的疫学調査 

    患者が発生した場合については、担当保健師が患者やその周辺の者から行動歴等の聞き

取りを行い、患者と接触した者を洗い出し、濃厚接触者については、ＰＣＲ検査を受診す

るよう調整を行った。 

    調査方法について、２月から３月にかけては、担当保健師が患者を直接訪問して聞き取

りを行っていたため、訪問時のプライバシー保護や保健師への感染が懸念されたが、物資

の不足や患者の増加により、４月以降は電話調査とし懸念が払拭されたとともに、疫学調

査を実施する際に使用する調査票について、市独自の様式を作成することにより、迅速で

効率的な疫学調査を実施することができた。 

また、本市では、濃厚接触者以外であっても、学校や医療機関などで、一定程度の接触

がある場合については、感染拡大を防ぐために、早期から検査対象範囲を拡大し、積極的

にＰＣＲ検査を行ってきた。６月に市内小学生の感染が確認された際には、一定の接触が

あった当該児童が通う学級の児童や教員等に対し、迅速にＰＣＲ検査を実施し、全員の陰

性を確認した。 

このように積極的疫学調査を早期から実施してきたことにより、感染の拡大が抑え込め

たと認識している。 

 

【課題及び今後の対応】 
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 （３）クラスター対策 

    事業所等で患者が発生した場合には、感染の拡大を封じ込めるため、まず、患者からの

聞き取りによる濃厚接触者の特定を行っている。次に迅速にＰＣＲ検査を実施するため、

本市の医師等が現地を訪問して検体の採取を行い、採取した検体は速やかに衛生研究所に

搬送され、当日又は翌日には結果が判明している。こうした積極的疫学調査と迅速なＰＣ

Ｒ検査の実施により、本市では今までにクラスターが２件発生しているが、患者数は各６

人となっており、感染の拡大は抑えられている。 

    また、このウイルスに対しては未知なことも多かったことから、市の要望により、国立

感染症研究所感染症疫学センター・ＦＥＴＰ（実地疫学専門家養成コース）よりクラスタ

ーの状況について調査が行われた。 

 

   【本市のクラスター】 

 患者数 
最初の感染者

の確認日 

最後の感染者

の確認日 
収束日 

相模原中央病院 ６人 ２月１３日 ２月２１日 ３月１８日 

福祉事業所（非公表） ６人 ２月２７日 ３月２日 ３月１４日 

 

福祉事業所については、２月２７日以降、施設内での感染を確認したため、同事業所内

の集団発生の可能性を考え、同月２９日に事業所利用者５４人、職員１２人、合計６６人

について、症状の有無にかかわらずＰＣＲ検査を実施した。その結果、利用者３日人、ス

タッフ２人の感染を確認した。 

 同事業所は同月２８日から利用者の通所を休止、収束を確認し、３月１４日に運営が再

開された。 

    

    相模原中央病院については、（５）の記載を参照。 

 

 

●集団発生が疑われる事例の場合は、症状の有無にかかわらず所属集団の積極的なＰＣＲ

検査の実施を検討し、感染源の特定を行う。 

●神奈川県においてもクラスター対策チーム（Ｃ－ＣＡＴ）が編成されたため、クラスタ

ーが発生した場合には活用を検討する。 

 

 

（４）医療機関内における職員の感染 

   医療機関内の職員等から患者が発生した場合には、一時的な外来患者の受入れ等の中止

と不特定者への感染のリスクを考え、病院名の公表をお願いしている。 

診療の再開に当たっては、濃厚接触者等の全員に対しＰＣＲ検査で陰性確認を実施する

とともに、外部の感染管理の専門家も参加する院内の感染防止対策会議において感染予防

策の確認を行うほか、消毒の実施や保健所が立入検査を行い、感染対策面の安全を確認し

た。 

 

ア 相模原中央病院 

２月１６日、看護師の感染を確認したため、同月１７日から外来診療を休診した。感

染防止対策会議を開催し、３月３日に再診に限り外来診療を再開した。同月１８日に保

【課題及び今後の対応】 
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健所が立入検査を実施し、同月２３日までにＰＣＲ検査を実施し、関係者４６人全員の

陰性を確認したため、同月２４日から外来診療と救急医療が再開された。 

 

イ 相模原協同病院 

３月６日、研修医の感染を確認したため、同日から外来の処方箋のみの発行となった。

同月８日にＰＣＲ検査を実施し、関係者１３２人全員の陰性を確認した。また、同月９

日に保健所が立入検査を実施し、感染対策面の安全を確認し、翌日から外来診療及び救

急医療が再開された。 

 

  ウ 北里大学病院 

    ４月３日、看護師の感染を確認したため、関係者５２人に対してＰＣＲ検査を実施し

陰性を確認した。また、同月４日に医師の感染を確認したため、関係者１０人にＰＣＲ

検査を実施し、同月７日に接触歴のある患者１人の感染を確認した。外来診療及び入院

の受入れについては、患者と接触歴のない職員のみで対応可能であったため、休診など

の対応はしていない。 

  

エ 東芝林間病院 

４月１６日、医師、翌日に事務職員の感染を確認したため、同月１８日から外来診療

を休診した。同日に保健所が調査を実施し、同日までに関係者１８人のＰＣＲ検査を実

施し、陰性を確認した。同月２０日から再診に限り外来診療を再開し、その後、４人の

陰性を確認し、健康観察で体調不良者がいないことを確認して、５月１日から通常の外

来診療が再開された。 

   

（５）健康観察 

宿泊施設や自宅での療養患者の健康観察については、定期的に健康状態等を確認し、健

康状態に変化があった場合には適切に医療につなぐとともに、本市で発表した患者のうち、

市外在住者はその居住自治体へ健康観察及び患者対応を依頼している。また、４月中旬か

らはＩＴを活用した療養フォローアップシステム（Ｔｅａｍ）により、効率的に健康観察

を実施している。 

濃厚接触者については、健康観察期間における健康状態を把握し、適切にＰＣＲ検査の

実施につなげており、濃厚接触者が市外在住者の場合には、その居住自治体に健康観察を

依頼している。また、他の自治体で発生した患者の濃厚接触者が本市居住者であった場合、

他自治体からの依頼を受け健康観察を実施している。 

クルーズ船乗客を含めた国外からの入国者については、検疫所からの依頼等により、健

康観察や状況の把握を行った。 

 

 （６）患者等移送 

   ア 移送体制 

     帰国者・接触者外来に受診する際や患者が医療機関へ入院する場合に、移動手段が公

共交通機関のみの方等に対して、移送業務を行っている。 

２月２７日から、患者等の発生状況に応じ、前部座席と後部座席の間に簡易な仕切り

を施した公用車に保健師２人で移送していたものの、３月中旬に消防車両も活用した移

送体制を構築し、患者等の状況に応じた活用車両の優先順位付けや車両同乗者などを定

めた。 
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４月以降は、増加する患者等の移送に対応するため、車両台数及び人員も拡充を図る

とともに、提供（貸与）いただいた移送車両を活用して業務委託を行うなど、円滑な移

送体制となるよう見直しを重ねた。 

６月３０日時点では、救急車５台、貸与車両７台で、保健師のみならず幅広い職種の

職員による移送体制としている。 

なお、移送業務対応に当たっては、事前に防護服の着脱研修を実施している。 

・６月までの移送件数：２４４件（２５７人） 

 

   イ 移送委託 

     患者が増加する中、保健師が移送業務に携わることで疫学調査などを実施する専門分

野の人員が不足することから、５月１４日から防災協会へ委託することとした（６月末

までの契約だったが、帰国者・接触者外来への搬送が継続して発生していることから、

７月以降も契約を延長）。 

     ・６月末までの委託件数：４８件（４９人） 

 

 

   ●患者の発生状況などから引き続き、防災協会との契約を継続するが、患者の増加により、

防災協会を含む移送体制では対応できない場合に備え、民間事業者の活用を検討する。 

   

   ウ 移送用車両の提供について 

     保健所の職員が患者の移送を一般の公用車で行っていることから、本田技研工業㈱と

トヨタ自動車㈱から陰圧車の提供があった。（陰圧車：車両の前部座席と後部座席の間を

仕切り、前部座席の空気圧を高めることで、患者が座る後部座席からのウイルスの侵入

を防ぐ） 

    ・本田技研工業㈱から４月２８日に１台を埼玉県狭山工場にて受け取り、防災協会へ貸

与している。 

    ・トヨタ自動車㈱からは５月１日に仮車両を、１４日から正規の車両６台を借用し、保

健師等が移送などに利用している。 

 

        

 

 

 

 

 

 

   

    ※本田技研工業㈱の陰圧車の内部   ※トヨタ自動車㈱の陰圧車の外観 

 

 

●感染が継続的に発生している場合には、移送車両の借用期間について調整を行う。 

   ●後部座席のエアコンが効かない車両があり、気温が高い時期には対策が必要であるため、

トヨタ自動車㈱に改修について、調整を行う。 

 

【課題及び今後の対応】 

【課題及び今後の対応】 
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（７）入院状況（クルーズ船対応を含む。） 

クルーズ船の患者の受入れについて、２月上旬から３月上旬まで、神奈川県及び横浜市

から連日の要請があった。 

２月６日から、クルーズ船関係の患者を市内感染症指定医療機関等において受入れ、３

月８日までで合計１６人の受入れを行ったため、２月２２日以降、市内で感染が判明して

も、市内感染症指定医療機関等で病床の空きがなく、速やかに入院調整ができない状況と

なり、陽性が判明した１３人については自宅療養となった。 

また、４月中旬には患者が 1 週間に１５人発生するなど患者数が増大したため、ピーク

時の同月２２日には市外への入院も含め、患者数が２３人となり、感染症指定医療機関以

外の医療機関でも患者を受け入れることとなった。 

 

 ６ 保健所の体制強化 

 

  ２月５日、疾病対策課への応援として、他課から保健師や事務職員が兼務により従事を開

始した。また、多くの職員の動員や兼務により、検体搬送や電話対応などの保健所業務をサ

ポートする体制となっている。 

２月２５日、保健所の新型コロナウイルス感染症対策担当として兼務の主幹を配置し、同

月２６日から、帰国者・接触者相談センター、新型コロナウイルス感染症コールセンターへ

の応援として、保健師を兼務命令により動員している。 

３月１日付けの人事異動で保健所付けの参事を配置し、４月１日付けの人事異動で保健衛

生部の新型コロナウイルス感染症対策担当として主幹を配置した。 

６月１日付けで保健衛生部参事（兼）保健所副所長を配置したとともに、保健衛生部主幹

が疾病対策課へ異動し、同課内に６人の新型コロナウイルス感染症緊急対策班を新たに設置

し、体制の強化を図った。 

 

 

   ●同一業務を異なる部署で対応していたことから、第２波に備え、保健所の業務継続計画

（ＢＣＰ）を見直す。 

   ●患者の発生状況や宿泊施設の入所者の状況により、必要な職員の変動があるため、適切

な職員数の動員要請となるよう、関係する部署と調整して要請を行う。また、動員に当

たっては、最初に部内での調整を行い、足りない場合は局内で調整、それでも不足する

場合には、全庁からの派遣を要請する。 

   ●保健師業務が多いため、健康福祉局以外から動員して対応しているが、動員元での事業

再開により人員確保が難しくなるため、会計年度任用職員等の採用などにより、保健師

の確保に努める。 

   ●長期化を見据え、業務経験の有無に関わらず応援体制を整備することにより、感染症業

務に従事できる保健師の育成を図る。 

   ●積極的疫学調査人員の確保に向けて、食品衛生等の業務に従事する専門職による協力体

制を推進する。 

   ●職員の動員で対応している検体搬送業務について、委託化を検討するとともに、既に委

託している業務についても患者が増加した場合には、派遣人員等の調整を迅速に行い、

委託化を推進する。 

 

【課題及び今後の対応】 
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７ 庁内及び他機関との連携 

 

 （１）庁内での会議 

    新型コロナウイルス感染症に関する情報共有等のため、令和２年１月下旬段階では「健

康危機管理保健所内対策会議」「健康危機管理庁内対策本部会議」「新型コロナウイルス感

染症に関する連絡会議」を開催した。 

２月１４日に危機対策本部体制へ移行してからは、市長を本部長とし、緊急対策課が事

務局の「危機対策本部会議」と「新型コロナウイルス感染症相模原市対策本部会議」に保

健所長が出席。また、保健衛生部参事が座長の「新型コロナウイルス対策関係課長会議」

を３回開催した。 

 ・危機対策本部会議（2/14、2/19、2/24、3/10、3/24、4/7） 

   ・新型コロナウイルス感染症相模原市対策本部会議（4/8、4/20、5/1、5/5、5/26、6/20） 

・新型コロナウイルス対策関係課長会議（3/3、3/17、3/31） 

 

 （２）他機関との会議 

    医療提供体制の確保のため、医師会や病院協会関係者と連携し、感染拡大防止に取り組

んでいる。 

日付 会議名 主催 備考 

２月 ６日 新型コロナウイルス感染症の対応に関する全国衛生

主管部（局）長会議 

厚生労働

省 

 

２月１３日 新型コロナウイルス感染症に係る医療対策会議 市主催  

２月２０日～ 新型コロナ感染症対策委員会（ＴＶ会議） 医師会 計 12 回 

３月１０日 県北地区ＩＣＮ（感染管理看護師）ネットワーク連絡

会議 

県北ＩＣ

Ｎの会 

 

３月１９日 神奈川県感染症対策協議会 神奈川県  

４月 ３日 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に備えた市内

医療体制に係る対策会議 

市 市長、副

市長出席 

４月１３日 新型コロナウイルス感染症対策に係る緊急会議 病院協会  

５月１１日 新型コロナウイルス感染症対策に係る関係者会議 病院協会  

５月１５日 神奈川県感染症対策協議会 神奈川県  

 

 

   ●これまでの取組の検証を行うため、市新型インフルエンザ等医療対策会議にて検討を行

う。 

 

 （３）県への派遣 

県との情報収集・連携を図るため、神奈川県調整本部に４月から医療政策課職員、６月

からは疾病対策課職員を派遣している。当初は毎日派遣していたが、６月中旬からは状況

が落ち着いたことから、週３回の派遣としている。 

保健師については、情報収集の他にＬＩＮＥの健康管理の対応として５月に４回派遣し

た。 

 

 

【課題及び今後の対応】 
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   ●県と連携して行う業務も多く、電話やメールだけの連絡ではお互いの認識の相違や情報

が届いていないケースもあった。 

引き続き定期的に職員を派遣するなど、情報共有などの連携強化を図る。 

 

  

８ 市民周知・広報 

 

 （１）市民周知 

市ホームページに「新型コロナウイルス感染症特設ページ」を３月１２日に開設した。

市民からの要望や他の自治体などを参考にして、リニューアルを繰り返し、現在は患者の

発生状況やＰＣＲ検査実績を毎日更新している。 

 

 

   ●件数だけでなく、市民からの要望や他の自治体の状況を参考にしながら、市民に分かり

やすい情報発信に努める。 

 

 （２）市民への啓発 

患者発生時の報道発表や広報紙、市ホームページ特設ページなどにおいて、患者やご家

族に対しての人権や個人情報の保護について、また、医療従事者の方々やご家族を感謝の

気持ちで応援するよう、啓発を行っている。 

４月１日の九都県市首脳会議において、緊急メッセージに「感染症の患者やそのご家族

等に対して、人権や個人情報の保護について、ご理解とご配慮をお願いします。」が本市か

らの提案により追加された。 

５月１日に「ＦＭ ＨＯＴ ８３９」にて新型コロナウイルスに負けないための健康維

持に役立つ情報の放送を開始した。 

 

 

   ●感染拡大の防止と「新しい生活様式」の定着が図られるよう、様々な媒体を活用して啓

発を行う。 

   ●市の公式発表の際の個人情報保護と感染拡大防止の観点から公表すべき情報について

整理し、統一的な対応を行う。 

●医療従事者や家族等への偏見や差別的扱いが行われないよう、市ホームページ等のあら

ゆる機会で積極的に啓発を行う。 

 

 

９ 国への要望活動 

 

（１）市単独要望 

   ２月２８日、内閣官房及び厚生労働省に対し、物資の安定供給や市民の不安の払拭に向

けた正確な情報発信、クラスター対策班の派遣など、本市が直面している事項について、

緊急要望を行った。 

 

（２）指定都市市長会 

   ３月６日、指定都市市長会を代表して横浜市の林市長が、厚生労働大臣に対し、感染拡

【課題及び今後の対応】 

【課題及び今後の対応】 

【課題及び今後の対応】 
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大防止や国民の不安軽減に向けた支援制度の構築などについて緊急要請を行った。 

   ４月１７日、内閣官房長官に対し、感染拡大防止や医療提供体制の整備などのために必

要な財政支援について、緊急要請を行った。 

   ５月１９日、第２次補正予算の編成に当たり、同様の緊急要請を行った。 

   ５月２９日、Ｗｅｂ会議による市長会議を開催し、新型コロナウイルス感染の拡大防止

と社会経済活動維持の両立に向けた課題等について意見交換し、感染拡大防止と社会経済

活動維持の両立に向けた指定都市市長会提言等について報告が行われ、後日、内閣府特命

担当大臣や総務大臣、厚生労働大臣等に対する提言を渡した。 

   ６月２６日、指定都市市長会を代表して千葉市の熊谷市長、浜松市の鈴木市長、本村市

長が、総務省、自由民主党及び公明党に対して「迅速な給付の実現に向けた指定都市市長

会緊急要請」を行った。 

 

（３）九都県市首脳会議 

   ４月１日、九都県市首脳会議をＴＶ会議にて行い、各都県市首脳間による情報交換・意

見交換を行うとともに、緊急メッセージを発表した。 

   ４月９日、感染拡大防止のため、同様の会議を実施し、共同要請メッセージを発表した。 

   

１０ その他 

 

飼い主の感染によるペットの預かりについて、４月２８日から動物病院・ペットホテル

等へアンケート調査を実施した。 

 

 

●相談があった場合に、預かり可能な施設を紹介するとともに、必要に応じて犬の一時

抑留施設における受入れを検討する。 

  

【課題及び今後の対応】 
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Ⅲ 資料編 

 

 １ 相談件数 

 

 ２ 検査件数 

 

 ３ 報道発表資料 

 

４ 国、県、市の対応一覧 

 

 



 

Ⅲ 資料編 

 

 

１ 相談件数 

  



○帰国者・接触者相談センター
期間 相談件数 累計

2/10～16 26 26

2/17～23 601 627

2/24～3/1 844 1,471

3/2～8 622 2,093

3/9～15 574 2,667

3/16～22 421 3,088

3/23～29 527 3,615

3/30～4/5 942 4,557

4/6～4/12 1,223 5,780

4/13～19 1,100 6,880

4/20～26 1,036 7,916

4/27～5/3 872 8,788

5/4～10 775 9,563

5/11～17 689 10,252

5/18～24 427 10,679

5/25～31 422 11,101

6/1～7 470 11,571

6/8～14 416 11,987

6/15～21 377 12,364

6/22～28 429 12,793

6/29～6/30 183 12,976

○感染症コールセンター
期間 相談件数 累計

2/29～3/6 513 513

3/7～13 472 985

3/14～20 376 1,361

3/21～27 379 1,740

3/28～4/3 746 2,486

4/4～10 1,045 3,531

4/11～17 964 4,495

4/18～24 885 5,380

4/25～5/1 811 6,191

5/2～8 692 6,883

5/9～15 525 7,408

5/16～22 358 7,766

5/23～29 329 8,095

5/30～6/5 373 8,468

6/6～12 370 8,838

6/13～19 283 9,121

6/20～26 289 9,410

6/27～6/30 164 9,574
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相模原市保健所「帰国者・接触者相談センター」相談件数 「新型コロナウイルス感染症コールセンター」相談件数

午前担当
(8:30～13:00）

午後担当
（13:00～17:15）

準夜担当
（17:15～21:00） 合計 累計 備考

2月10日 月 4 0 4 4 電話1人体制
（保健師のみ）

2月11日 火 0 4

2月12日 水 5 1 6 10 電話1人体制
（保健師のみ）

2月13日 木 5 1 6 16 電話1人体制
（保健師のみ）

2月14日 金 7 3 10 26 電話1人体制
（保健師のみ）

2月15日 土 0 26
2月16日 日 0 26

2月17日 月 33 37 24 94 120 電話2人体制
準夜開始

2月18日 火 34 34 22 90 210 午後担当から
電話4人体制

2月19日 水 58 41 14 113 323 電話4人体制

2月20日 木 43 36 23 102 425 電話4人体制

2月21日 金 42 26 10 78 503 電話4人体制

2月22日 土 27 28 55 558 電話4人体制

2月23日 日 39 30 69 627 電話4人体制

2月24日 月 42 42 84 711 電話4人体制

2月25日 火 94 62 21 177 888 電話4人体制

2月26日 水 79 48 20 147 1,035

午前・午後担当：
電話5人体制
準夜担当：
電話4人体制

2月27日 木 80 50 28 158 1,193

午前・午後担当：
電話5人体制
準夜担当：
電話4人体制 「新型コロナウイルス感染症コールセンター」相談件数

2月28日 金 69 42 18 129 1,322

午前・午後担当：
電話5人体制
準夜担当：
電話4人体制

9:00～17:00 17:00～21:00 合計 累計 備考

2月29日 土 17 72 1,394

午前9時から24時
間体制（業務委
託）開始
電話2人体制（看護
師）

18 7 25 25

午前9時から午後9
時まで（業務委
託）開始
電話3人体制（看護
師）

2月計 1,394 2月計 25
※土日・祝日については、午前担当（9:00～13:00）、午後担当（13:00～18:00）
※2月29日（土）は24時間体制に変更のため、9:00～18:00、18:00～0:00

55



0

相模原市保健所「帰国者・接触者相談センター」相談件数 「新型コロナウイルス感染症コールセンター」相談件数

0:00～9:00 9:00～18:00 18:00～0:00 合計 累計 備考 9:00～17:00 17:00～21:00 合計 累計 備考
3月1日 日 9 48 20 77 1,471 電話2人体制（看護師） 32 19 51 76 電話3人体制（看護師）

3月2日 月 12 81 16 109 1,580 電話2人体制（看護師） 76 29 105 181 電話3人体制（看護師）

3月3日 火 18 72 15 105 1,685 電話2人体制（看護師） 61 22 83 264 電話3人体制（看護師）

3月4日 水 21 70 9 100 1,785 電話2人体制（看護師） 56 17 73 337 電話3人体制（看護師）

3月5日 木 9 70 13 92 1,877 電話2人体制（看護師） 61 15 76 413 電話3人体制（看護師）

3月6日 金 12 70 16 98 1,975 電話2人体制（看護師） 65 35 100 513 電話3人体制（看護師）

3月7日 土 6 59 7 72 2,047 電話2人体制（看護師） 41 17 58 571 電話3人体制（看護師）

3月8日 日 6 30 10 46 2,093 電話2人体制（看護師） 38 14 52 623 電話3人体制（看護師）

3月9日 月 23 88 19 130 2,223 電話2人体制（看護師） 81 22 103 726 電話3人体制（看護師）

3月10日 火 8 51 17 76 2,299 電話2人体制（看護師） 61 19 80 806 電話3人体制（看護師）

3月11日 水 13 78 9 100 2,399 電話2人体制（看護師） 52 17 69 875 電話3人体制（看護師）

3月12日 木 15 60 15 90 2,489 電話2人体制（看護師） 42 8 50 925 電話3人体制（看護師）

3月13日 金 11 68 12 91 2,580 電話2人体制（看護師） 52 8 60 985 電話3人体制（看護師）

3月14日 土 5 33 5 43 2,623 電話2人体制（看護師） 23 8 31 1,016 電話3人体制（看護師）

3月15日 日 6 27 11 44 2,667 電話2人体制（看護師） 29 11 40 1,056 電話3人体制（看護師）

3月16日 月 10 78 10 98 2,765 電話2人体制（看護師） 66 8 74 1,130 電話3人体制（看護師）

3月17日 火 10 37 8 55 2,820 電話2人体制（看護師） 51 9 60 1,190 電話3人体制（看護師）

3月18日 水 9 61 9 79 2,899 電話2人体制（看護師） 59 14 73 1,263 電話3人体制（看護師）

3月19日 木 10 57 7 74 2,973 電話2人体制（看護師） 55 14 69 1,332 電話3人体制（看護師）

3月20日 金 6 28 3 37 3,010 電話2人体制（看護師） 21 8 29 1,361 電話3人体制（看護師）

3月21日 土 8 31 7 46 3,056 電話2人体制（看護師） 28 7 35 1,396 電話3人体制（看護師）

3月22日 日 7 19 6 32 3,088 電話2人体制（看護師） 18 10 28 1,424 電話3人体制（看護師）

3月23日 月 15 65 8 88 3,176 電話2人体制（看護師） 48 7 55 1,479 電話3人体制（看護師）

3月24日 火 11 43 5 59 3,235 電話2人体制（看護師） 29 10 39 1,518 電話3人体制（看護師）

3月25日 水 9 50 12 71 3,306 電話2人体制（看護師） 43 9 52 1,570 電話3人体制（看護師）

3月26日 木 9 55 11 75 3,381 電話2人体制（看護師） 69 10 79 1,649 電話3人体制（看護師）

3月27日 金 16 68 28 112 3,493 電話2人体制（看護師） 77 14 91 1,740 電話3人体制（看護師）

3月28日 土 8 50 4 62 3,555 電話2人体制（看護師） 38 15 53 1,793 電話3人体制（看護師）

3月29日 日 7 32 21 60 3,615 電話2人体制（看護師） 24 18 42 1,835 電話3人体制（看護師）

3月30日 月 18 88 19 125 3,740 電話2人体制（看護師） 97 18 115 1,950 電話3人体制（看護師）

3月31日 火 16 64 17 97 3,837 電話2人体制（看護師） 101 28 129 2,079 電話3人体制（看護師）

3月計 2,443 3月計 2,054



相模原市保健所「帰国者・接触者相談センター」相談件数 「新型コロナウイルス感染症コールセンター」相談件数

0:00～9:00 9:00～18:00 18:00～0:00 合計 累計 備考 9:00～17:00 17:00～21:00 合計 累計 備考
4月1日 水 22 106 29 157 3,994 電話2人体制（看護師） 81 34 115 2,194 電話3人体制（看護師）

4月2日 木 20 107 26 153 4,147 電話2人体制（看護師） 114 33 147 2,341 電話3人体制（看護師）

4月3日 金 23 104 25 152 4,299 電話2人体制（看護師） 109 36 145 2,486 電話3人体制（看護師）

4月4日 土 18 100 22 140 4,439 電話2人体制（看護師） 90 26 116 2,602 電話3人体制（看護師）

4月5日 日 12 75 31 118 4,557 電話2人体制（看護師） 99 42 141 2,743 電話3人体制（看護師）

4月6日 月 30 151 15 196 4,753 電話2人体制（看護師） 105 40 145 2,888 電話3人体制（看護師）

4月7日 火 21 130 38 189 4,942 電話2人体制（看護師） 119 42 161 3,049 電話3人体制（看護師）

4月8日 水 21 131 33 185 5,127 電話2人体制（看護師） 115 45 160 3,209 電話3人体制（看護師）

4月9日 木 24 130 37 191 5,318 電話2人体制（看護師） 125 51 176 3,385 電話3人体制（看護師）

4月10日 金 38 139 38 215 5,533 電話2人体制（看護師） 118 28 146 3,531 電話3人体制（看護師）

4月11日 土 13 87 25 125 5,658 電話2人体制（看護師） 101 26 127 3,658 電話3人体制（看護師）

4月12日 日 13 75 34 122 5,780 電話2人体制（看護師） 71 37 108 3,766 電話3人体制（看護師）

4月13日 月 33 129 25 187 5,967 電話2人体制（看護師） 102 34 136 3,902 電話3人体制（看護師）

4月14日 火 23 140 26 189 6,156 電話2人体制（看護師） 123 39 162 4,064 電話3人体制（看護師）

4月15日 水 23 121 24 168 6,324 電話2人体制（看護師） 106 30 136 4,200 電話3人体制（看護師）

4月16日 木 31 128 25 184 6,508
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～17時15分）

100 37 137 4,337 電話3人体制（看護師）

4月17日 金 23 115 21 159 6,667
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～17時15分）

126 32 158 4,495 電話3人体制（看護師）

4月18日 土 12 79 24 115 6,782
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～13時）

78 25 103 4,598 電話3人体制（看護師）

4月19日 日 15 64 19 98 6,880 電話2人体制（看護師） 85 28 113 4,711 電話3人体制（看護師）

4月20日 月 23 156 20 199 7,079
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～17時15分）

99 35 134 4,845 電話3人体制（看護師）

4月21日 火 14 111 12 137 7,216
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～17時15分）

112 24 136 4,981 電話3人体制（看護師）

4月22日 水 16 122 17 155 7,371
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～17時15分）

96 17 113 5,094 電話3人体制（看護師）

4月23日 木 22 112 17 151 7,522
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～17時15分）

116 32 148 5,242 電話3人体制（看護師）

4月24日 金 21 138 19 178 7,700
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～17時15分）

112 26 138 5,380 電話3人体制（看護師）

4月25日 土 10 85 20 115 7,815
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～13時）

76 29 105 5,485 電話3人体制（看護師）

4月26日 日 15 63 23 101 7,916 電話2人体制（看護師） 76 35 111 5,596 電話3人体制（看護師）

4月27日 月 24 127 14 165 8,081
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～17時15分）

105 22 127 5,723 電話3人体制（看護師）

4月28日 火 18 99 17 134 8,215
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～17時15分）

104 19 123 5,846 電話3人体制（看護師）

4月29日 水 14 57 21 92 8,307 電話2人体制（看護師） 71 34 105 5,951 電話3人体制（看護師）

4月30日 木 27 133 17 177 8,484
電話2人体制（看護
師）
常勤職員1名追加
（9時～17時15分）

103 21 124 6,075 電話3人体制（看護師）

４月計 4,647 ４月計 3,996



相模原市保健所「帰国者・接触者相談センター」相談件数 「新型コロナウイルス感染症コールセンター」相談件数

0:00～9:00 9:00～18:00 18:00～0:00 合計 累計 備考 9:00～17:00 17:00～21:00 合計 累計 備考
5月1日 金 18 107 16 141 8,625 電話４人体制（看護師）

（10時～14時1名追加） 94 22 116 6,191 電話3人体制（看護師）

5月2日 土 11 61 16 88 8,713 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 54 10 64 6,255 電話3人体制（看護師）

5月3日 日 9 53 13 75 8,788 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 66 20 86 6,341 電話3人体制（看護師）

5月4日 月 13 65 13 91 8,879 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 79 22 101 6,442 電話3人体制（看護師）

5月5日 火 17 59 17 93 8,972 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 77 21 98 6,540 電話3人体制（看護師）

5月6日 水 15 69 20 104 9,076 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 72 23 95 6,635 電話3人体制（看護師）

5月7日 木 26 131 15 172 9,248 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 112 35 147 6,782 電話3人体制（看護師）

5月8日 金 16 84 12 112 9,360 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 88 13 101 6,883 電話3人体制（看護師）

5月9日 土 24 88 14 126 9,486 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 68 16 84 6,967 電話3人体制（看護師）

5月10日 日 9 56 12 77 9,563 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 58 20 78 7,045 電話3人体制（看護師）

5月11日 月 20 150 19 189 9,752 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 75 12 87 7,132 電話3人体制（看護師）

5月12日 火 13 72 13 98 9,850 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 60 11 71 7,203 電話3人体制（看護師）

5月13日 水 15 77 16 108 9,958 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 53 19 72 7,275 電話3人体制（看護師）

5月14日 木 18 78 16 112 10,070 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 54 11 65 7,340 電話3人体制（看護師）

5月15日 金 17 58 8 83 10,153 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 59 9 68 7,408 電話3人体制（看護師）

5月16日 土 8 33 8 49 10,202 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 31 4 35 7,443 電話3人体制（看護師）

5月17日 日 11 28 11 50 10,252 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 35 8 43 7,486 電話3人体制（看護師）

5月18日 月 8 76 12 96 10,348 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 61 20 81 7,567 電話3人体制（看護師）

5月19日 火 12 51 7 70 10,418 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 47 13 60 7,627 電話3人体制（看護師）

5月20日 水 9 42 9 60 10,478 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 35 7 42 7,669 電話3人体制（看護師）

5月21日 木 9 45 6 60 10,538 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 39 15 54 7,723 電話3人体制（看護師）

5月22日 金 9 44 7 60 10,598 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 34 9 43 7,766 電話3人体制（看護師）

5月23日 土 6 40 7 53 10,651 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 31 10 41 7,807 電話3人体制（看護師）

5月24日 日 5 18 5 28 10,679 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 15 8 23 7,830 電話3人体制（看護師）

5月25日 月 8 68 7 83 10,762 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 51 13 64 7,894 電話3人体制（看護師）

5月26日 火 9 48 8 65 10,827 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 43 14 57 7,951 電話3人体制（看護師）

5月27日 水 6 47 10 63 10,890 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 39 5 44 7,995 電話3人体制（看護師）

5月28日 木 11 50 7 68 10,958 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 47 6 53 8,048 電話3人体制（看護師）

5月29日 金 13 45 4 62 11,020 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 33 14 47 8,095 電話3人体制（看護師）

5月30日 土 7 30 9 46 11,066 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 45 9 54 8,149 電話3人体制（看護師）

5月31日 日 5 26 4 35 11,101 電話４人体制（看護師）
（10時～14時1名追加） 29 9 38 8,187 電話3人体制（看護師）

５月計 2,617 ５月計 2,112



相模原市保健所「帰国者・接触者相談センター」相談件数 「新型コロナウイルス感染症コールセンター」相談件数

0:00～9:00 9:00～18:00 18:00～0:00 合計 累計 備考 9:00～17:00 17:00～21:00 合計 累計 備考
6月1日 月 16 55 6 77 11,178 電話3人体制（看護師）

会計年度職員１名追加 42 16 58 8,245 電話3人体制（看護師）
（17時～21時1人体制）

6月2日 火 6 53 5 64 11,242 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 44 16 60 8,305 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月3日 水 5 61 12 78 11,320 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 43 10 53 8,358 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月4日 木 13 51 7 71 11,391 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 48 9 57 8,415 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月5日 金 18 61 15 94 11,485 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 42 11 53 8,468 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月6日 土 8 41 8 57 11,542 電話3人体制（看護師3）
（9時～13時1人追加） 22 9 31 8,499 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月7日 日 4 20 5 29 11,571 電話3人体制（看護師3） 34 7 41 8,540 電話3人体制（看護師）
（17時～21時1人体制）

6月8日 月 15 68 8 91 11,662 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 65 9 74 8,614 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月9日 火 11 60 8 79 11,741 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 59 9 68 8,682 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月10日 水 11 47 6 64 11,805 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 59 9 68 8,750 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月11日 木 10 36 7 53 11,858 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 42 11 53 8,803 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月12日 金 14 40 4 58 11,916 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 31 4 35 8,838 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月13日 土 4 32 3 39 11,955 電話3人体制（看護師）
（9時～13時1人追加） 28 12 40 8,878 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月14日 日 4 20 8 32 11,987 電話3人体制（看護師） 18 10 28 8,906 電話3人体制（看護師）
（17時～21時1人体制）

6月15日 月 23 72 8 103 12,090 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 39 10 49 8,955 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月16日 火 13 39 3 55 12,145 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 29 9 38 8,993 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月17日 水 8 36 9 53 12,198 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 29 10 39 9,032 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月18日 木 11 31 4 46 12,244 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 42 16 58 9,090 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月19日 金 12 32 1 45 12,289 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 26 5 31 9,121 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月20日 土 8 37 4 49 12,338 電話3人体制（看護師）
（9時～13時1人追加） 35 6 41 9,162 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月21日 日 3 12 11 26 12,364 電話3人体制（看護師） 20 8 28 9,190 電話3人体制（看護師）
（17時～21時1人体制）

6月22日 月 14 64 10 88 12,452 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 41 6 47 9,237 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月23日 火 10 46 10 66 12,518 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 31 7 38 9,275 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月24日 水 10 47 8 65 12,583 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 30 11 41 9,316 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月25日 木 9 38 11 58 12,641 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 50 11 61 9,377 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月26日 金 18 37 5 60 12,701 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 23 10 33 9,410 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月27日 土 5 31 11 47 12,748 電話3人体制（看護師）
（9時～13時1人追加） 19 7 26 9,436 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月28日 日 8 23 14 45 12,793 電話3人体制（看護師） 27 8 35 9,471 電話3人体制（看護師）
（17時～21時1人体制）

6月29日 月 17 82 12 111 12,904 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 50 8 58 9,529 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）

6月30日 火 17 46 9 72 12,976 電話3人体制（看護師）
会計年度職員１名追加 32 13 45 9,574 電話3人体制（看護師）

（17時～21時1人体制）
6月計 1,875 6月計 1,387



 

 

 

 

２ 検査件数 

  



○検査
期間 検査件数 累計

2/10～18 182 182

2/19～25 207 389

2/26～3/3 285 674

3/4～10 281 955

3/11～17 151 1,106

3/18～24 132 1,238

3/25～31 103 1,341

4/1～7 223 1,564

4/8～14 263 1,827

4/15～21 287 2,114

4/22～28 275 2,389

4/29～5/5 218 2,607

5/6～12 234 2,841

5/13～19 234 3,075

5/20～26 124 3,199

5/27～6/2 169 3,368

6/3～6/9 149 3,517

6/10～16 133 3,650

6/17～23 194 3,844

6/24～30 200 4,044
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※人数及び件数は、検査の重複及び複数提出がありますので『延べ数』です

人数 累計 件数 累計

2月1日 土 0 0 0 0

2月2日 日 0 0 0 0

2月3日 月 0 0 0 0

2月4日 火 0 0 0 0

2月5日 水 0 0 0 0

2月6日 木 0 0 0 0

2月7日 金 0 0 0 0

2月8日 土 0 0 0 0

2月9日 日 0 0 0 0

2月10日 月 1 1 2 2

2月11日 火 1 2 2 4

2月12日 水 1 3 2 6

2月13日 木 5 8 8 14

2月14日 金 54 62 58 72

2月15日 土 23 85 26 98

2月16日 日 4 89 4 102

2月17日 月 64 153 66 168

2月18日 火 12 165 14 182

2月19日 水 75 240 76 258

2月20日 木 22 262 28 286

2月21日 金 43 305 47 333

2月22日 土 13 318 14 347

2月23日 日 3 321 3 350

2月24日 月 2 323 2 352

2月25日 火 32 355 37 389

2月26日 水 19 374 34 423

2月27日 木 22 396 27 450

2月28日 金 54 450 60 510

2月29日 土 78 528 80 590

検査

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）日別検査人数・累計数の実績



※人数及び件数は、検査の重複及び複数提出がありますので『延べ数』です

人数 累計 件数 累計

3月1日 日 4 532 4 594

3月2日 月 35 567 38 632

3月3日 火 29 596 42 674

3月4日 水 34 630 40 714

3月5日 木 92 722 96 810

3月6日 金 72 794 74 884

3月7日 土 19 813 19 903

3月8日 日 0 813 0 903

3月9日 月 15 828 17 920

3月10日 火 30 858 35 955

3月11日 水 9 867 9 964

3月12日 木 27 894 32 996

3月13日 金 25 919 27 1,023

3月14日 土 9 928 12 1,035

3月15日 日 0 928 0 1,035

3月16日 月 23 951 23 1,058

3月17日 火 43 994 48 1,106

3月18日 水 18 1,012 21 1,127

3月19日 木 10 1,022 11 1,138

3月20日 金 23 1,045 23 1,161

3月21日 土 28 1,073 28 1,189

3月22日 日 0 1,073 0 1,189

3月23日 月 19 1,092 21 1,210

3月24日 火 22 1,114 28 1,238

3月25日 水 7 1,121 8 1,246

3月26日 木 10 1,131 12 1,258

3月27日 金 18 1,149 22 1,280

3月28日 土 3 1,152 3 1,283

3月29日 日 0 1,152 0 1,283

3月30日 月 25 1,177 30 1,313

3月31日 火 23 1,200 28 1,341

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）日別検査人数・累計数の実績

検査



※人数及び件数は、検査の重複及び複数提出がありますので『延べ数』です

人数 累計 件数 累計

4月1日 水 20 1,220 21 1,362

4月2日 木 19 1,239 24 1,386

4月3日 金 27 1,266 33 1,419

4月4日 土 49 1,315 50 1,469

4月5日 日 0 1,315 0 1,469

4月6日 月 52 1,367 60 1,529

4月7日 火 31 1,398 35 1,564

4月8日 水 29 1,427 31 1,595

4月9日 木 52 1,479 53 1,648

4月10日 金 51 1,530 56 1,704

4月11日 土 25 1,555 27 1,731

4月12日 日 0 1,555 0 1,731

4月13日 月 51 1,606 55 1,786

4月14日 火 38 1,644 41 1,827

4月15日 水 45 1,689 50 1,877

4月16日 木 45 1,734 49 1,926

4月17日 金 70 1,804 77 2,003

4月18日 土 15 1,819 19 2,022

4月19日 日 0 1,819 0 2,022

4月20日 月 45 1,864 50 2,072

4月21日 火 41 1,905 42 2,114

4月22日 水 49 1,954 54 2,168

4月23日 木 66 2,020 68 2,236

4月24日 金 38 2,058 39 2,275

4月25日 土 13 2,071 13 2,288

4月26日 日 0 2,071 0 2,288

4月27日 月 49 2,120 51 2,339

4月28日 火 48 2,168 50 2,389

4月29日 水 0 2,168 0 2,389

4月30日 木 74 2,242 74 2,463

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）日別検査人数・累計数の実績

検査



※人数及び件数は、検査の重複及び複数提出がありますので『延べ数』です

人数 累計 件数 累計

5月1日 金 56 2,298 57 2,520

5月2日 土 0 2,298 0 2,520

5月3日 日 49 2,347 49 2,569

5月4日 月 0 2,347 0 2,569

5月5日 火 37 2,384 38 2,607

5月6日 水 0 2,384 0 2,607

5月7日 木 77 2,461 78 2,685

5月8日 金 46 2,507 48 2,733

5月9日 土 14 2,521 14 2,747

5月10日 日 0 2,521 0 2,747

5月11日 月 31 2,552 31 2,778

5月12日 火 62 2,614 63 2,841

5月13日 水 38 2,652 40 2,881

5月14日 木 46 2,698 49 2,930

5月15日 金 55 2,753 56 2,986

5月16日 土 12 2,765 13 2,999

5月17日 日 0 2,765 0 2,999

5月18日 月 45 2,810 45 3,044

5月19日 火 29 2,839 31 3,075

5月20日 水 15 2,854 15 3,090

5月21日 木 11 2,865 11 3,101

5月22日 金 39 2,904 41 3,142

5月23日 土 5 2,909 6 3,148

5月24日 日 0 2,909 0 3,148

5月25日 月 15 2,924 17 3,165

5月26日 火 34 2,958 34 3,199

5月27日 水 27 2,985 28 3,227

5月28日 木 23 3,008 24 3,251

5月29日 金 24 3,032 24 3,275

5月30日 土 31 3,063 33 3,308

5月31日 日 0 3,063 0 3,308

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）日別検査人数・累計数の実績

検査



※人数及び件数は、検査の重複及び複数提出がありますので『延べ数』です

人数 累計 件数 累計

6月1日 月 24 3,087 25 3,333

6月2日 火 35 3,122 35 3,368

6月3日 水 17 3,139 17 3,385

6月4日 木 25 3,164 25 3,410

6月5日 金 39 3,203 40 3,450

6月6日 土 0 3,203 0 3,450

6月7日 日 0 3,203 0 3,450

6月8日 月 27 3,230 27 3,477

6月9日 火 40 3,270 40 3,517

6月10日 水 22 3,292 22 3,539

6月11日 木 17 3,309 17 3,556

6月12日 金 30 3,339 30 3,586

6月13日 土 0 3,339 0 3,586

6月14日 日 0 3,339 0 3,586

6月15日 月 28 3,367 29 3,615

6月16日 火 35 3,402 35 3,650

6月17日 水 21 3,423 21 3,671

6月18日 木 31 3,454 31 3,702

6月19日 金 34 3,488 34 3,736

6月20日 土 56 3,544 57 3,793

6月21日 日 0 3,544 0 3,793

6月22日 月 15 3,559 15 3,808

6月23日 火 36 3,595 36 3,844

6月24日 水 40 3,635 40 3,884

6月25日 木 43 3,678 44 3,928

6月26日 金 43 3,721 43 3,971

6月27日 土 0 3,721 0 3,971

6月28日 日 0 3,721 0 3,971

6月29日 月 32 3,753 32 4,003

6月30日 火 41 3,794 41 4,044

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）日別検査人数・累計数の実績

検査



 

 

 

 

３ 報道発表資料 

  



発症例 公表日 判明日 年代 性別 職業 居住地 症状 特記事項

1 2/17 2/16 40代 女性 看護師 相模原市 発熱、嘔吐、下痢 神奈川県において発表

2 2/19 2/18 80代 男性 相模原市 微熱、肺炎と診断、呼吸機能が低下

3 2/19 2/19 70代 男性 相模原市 発熱、咳症状、 同室者感染判明

4 2/20 2/20 80代 男性 相模原市 発熱 同室者感染判明

5 2/21 2/21 80代 男性 相模原市 食欲不振・歩行困難、肺炎の疑いあり

6 2/21 2/21 80代 女性 相模原市 ５例目の妻

7 2/22 2/22 50代 男性 ＪＲ東日本社員 相模原市 体調不良、発熱、頭痛で、倦怠感 2/16まで勤務

8 2/24 2/22 50代 女性 無職 相模原市 軽度の咳・痰・のどの違和感、下痢
夫が新型コロナウイルス
感染症と診断

9 2/24 2/22 20代 女性 無職 相模原市 咳、くしゃみ
父が新型コロナウイルス
感染症と診断

10 2/24 2/22 20代 女性 学生 相模原市
発熱、悪寒、関節痛、頭重感、のどの
違和感

父が新型コロナウイルス
感染症と診断

11 2/27 2/27 40代 女性 相模原市
悪寒、頭痛、倦怠感、発熱、肺炎の疑
い

12 2/27 2/27 20代 男性 相模原市 発熱、咽頭痛

13 3/1 3/1 50代 男性 相模原市 倦怠感、発熱、関節痛、頭痛

14 3/1 3/1 50代 女性 相模原市
倦怠感、発熱、関節痛、痰、嘔吐、下
痢

15 3/2 3/2 60代 男性
福祉事業所の職
員

相模原市

16 3/2 3/2 成人 男性 相模原市 症状なし 福祉事業所の利用者

17 3/2 3/2 成人 男性 相模原市 症状なし 福祉事業所の利用者

18 3/2 3/2 成人 女性 相模原市 症状なし 福祉事業所の利用者

19 3/5 3/5 50代 女性 相模原市 福祉事業所の関係者

20 3/5 3/5 50代 男性 相模原市 発熱 福祉事業所の関係者

21 3/6 3/6 20代 男性
医師
（臨床研修医）

相模原市 咳症状、悪寒、発熱 相模原協同病院

22 3/15 3/13 70代 男性 相模原市
悪寒、食欲低下、発熱、倦怠感、歩行
困難

23 3/15 3/15 70代 女性 相模原市 発熱、食欲低下 夫の陽性が判明

24 3/15 3/15 40代 女性 相模原市 発熱、寝苦しさ 父の陽性が判明

25 3/15 3/14 80代 男性 相模原市 食欲低下、肺炎の疑い

26 3/17 3/17 80代 女性 相模原市 食欲不振の、点滴治療 夫の陽性判明

27 3/19 3/19 20代 男性 相模原市 発熱、倦怠感
スペイン、フランス、イギ
リスに渡航。

28 3/26 3/26 30代 男性 相模原市 発熱

29 3/28 3/27 20代 男性 相模原市 発熱、下痢
3/13～21　イギリスに渡
航

30 3/30 3/28 20代 女性 相模原市
咳症状、倦怠感、軽度呼吸障害、味
覚障害、咽頭痛

31 3/31 3/31 40代 女性 相模原市
頭痛、発熱、倦怠感、嗅覚障害、軽度
呼吸障害

32 4/2 4/1 20代 男性 相模原市 発熱、頭痛

33 4/2 4/2 60代 女性 相模原市 咳症状、倦怠感
娘が新型コロナウイルス
感染症と診断

34 4/3 4/3 20代 女性 看護師 相模原市 倦怠感、発熱、咳と呼吸困難

35 4/4 4/3 30代 男性 医師 相模原市
咽頭の違和感、倦怠感、発熱、味覚・
嗅覚障害

新型コロナウイルス感染症患者の発生状況について（本市での報道発表分）



発症例 公表日 判明日 年代 性別 職業 居住地 症状 特記事項

新型コロナウイルス感染症患者の発生状況について（本市での報道発表分）

36 4/4 4/4 40代 男性 相模原市 発熱、倦怠感、咳症状、息苦しさ

37 4/4 4/3 20代 女性 相模原市 頭痛、関節痛、倦怠感
夫が新型コロナウイルス
感染症と診断

38 4/4 4/4 50代 男性 本市消防局職員
神奈川県
内

発熱

39 4/8 4/7 50代 男性 会社員 相模原市
倦怠感、味覚・聴覚障害、軽度呼吸障
害

40 4/8 4/8 40代 女性 団体職員 相模原市 発熱、呼吸障害

41 4/8 4/7 70代 男性 無職
厚木保健
福祉管内

主治医が新型コロナウイ
ルス感染症と診断

42 4/10 4/9 10代 女性 学生 相模原市 発熱、倦怠感、咽頭痛、味覚障害

43 4/10 4/9 20代 男性 会社員 相模原市
発熱、倦怠感、軽度呼吸障害、咽頭
痛、味覚・嗅覚障害

44 4/10 4/9 70代 女性 会社員 相模原市 発熱、体の痛み

45 4/10 4/10 40代 男性
市内米軍基地従
業員

相模原市 発熱、倦怠感、咽頭痛

46 4/10 4/10 30代 男性 会社員 相模原市 倦怠感、嘔吐、下痢

47 4/10 4/10 40代 男性 調査中 相模原市 発熱、呼吸障害

48 4/11 4/10 50代 男性
会社員
（都内勤務）

相模原市 発熱、倦怠感、関節痛

49 4/11 4/10 50代 男性
会社員
（都内勤務）

相模原市 悪寒、発熱、咳、呼吸状態悪化

50 4/11 4/11 70代 女性 無職 相模原市 発熱、嗅覚障害
厚木保健福祉事務所管
内の患者の濃厚接触者

51 4/11 4/11 60代 男性 無職 相模原市 頭痛、発熱、身体の痛み

52 4/11 4/11 20代 男性 アルバイト 相模原市 発熱、咳
友人が新型コロナウイル
ス感染症と診断

53 4/12 4/11 30代 女性
会社員
（市内勤務）

相模原市
夫が新型コロナウイルス
感染症と診断

54 4/13 4/12 20代 男性
会社員
（市内勤務）

東京都 倦怠感、発熱、下痢
三菱重工相模原ダイナ
ボアーズ所属選手

55 4/14 4/13 50代 女性
パート勤務
（県内勤務）

相模原市 発熱、下痢、

56 4/16 4/15 20代 女性
大学生
（神奈川県内）

相模原市
咽頭痛、咳、嗅覚・味覚障害、発熱、
倦怠感、悪寒、息苦しさ

57 4/16 4/15 30代 男性
会社員
（都内勤務）

相模原市 発熱、倦怠感、咳、

58 4/17 4/16 50代 男性
本市環境経済局
職員

相模原市
悪寒、頭痛、発熱、倦怠感、吐気、頭
痛

59 4/17 4/16 40代 女性
医師
（東芝林間病院）

横浜市 倦怠感、発熱

60 4/17 4/17 50代 女性 調査中 東京都 咳、呼吸障害、咽頭痛、喘息発作
夫が新型コロナウイルス
感染症と診断

61 4/17 4/17 20代 男性
アルバイト
（都内）

東京都 倦怠感、発熱、関節痛、咳

62 4/17 4/17 50代 女性
パート勤務
（市内勤務）

相模原市 悪寒、発熱

63 4/17 4/17 50代 男性 調査中 相模原市
発熱、倦怠感、食欲不振、咽頭痛、鼻
汁

64 4/17 4/17 20代 女性 調査中 相模原市 咳、呼吸障害、発熱、

65 4/18 4/18 50代 女性 調査中 相模原市 咳、発熱
夫が新型コロナウイルス
感染症と診断

66 4/18 4/18 20代 男性
大学生
（県内）

相模原市 発熱
父が新型コロナウイルス
感染症と診断

67 4/18 4/18 40代 男性
事務職
（東芝林間病院）

川崎市
勤務先職員が新型コロ
ナウイルス感染症と診断

68 4/18 4/18 50代 男性 調査中 相模原市 倦怠感、下腹部痛、発熱、咳

69 4/18 4/18 60代 男性 無職 相模原市 頭痛、倦怠感、発熱

70 4/22 4/21 50代 女性
会社員
（市内）

相模原市 咽頭痛、悪寒、咳
息子が新型コロナウイル
ス感染症と診断



発症例 公表日 判明日 年代 性別 職業 居住地 症状 特記事項

新型コロナウイルス感染症患者の発生状況について（本市での報道発表分）

71 4/25 4/24 60代 男性
会社員
（都内）

相模原市 発熱、下痢、吐気、咽頭痛、咳

72 4/25 4/24 40代 女性 無職 相模原市 発熱
夫が新型コロナウイルス
感染症と診断

73 4/25 4/25 20代 男性 無職 相模原市 頭痛、関節痛、吐気、倦怠感

74 4/30 4/30 30代 男性
医師
（北里大学病院）

相模原市 倦怠感、発熱

75 5/3 5/2 40代 男性
医師
（東芝林間病院）

川崎市 発熱、咳、頭痛、咽頭痛、倦怠感

76 5/7 5/6 40代 男性
医師
（北里大学病院）

相模原市 発熱、頭痛、倦怠感

77 5/8 5/8 30代 男性
アルバイト
（市内）

相模原市 咳、痰、呼吸障害、味覚・嗅覚障害
神奈川県内の患者の接
触者

78 5/15 5/15 20代 女性
アルバイト
（県内）

相模原市 発熱、味覚・嗅覚障害、咳、食欲低下

79 5/28 5/28 50代 男性
本市環境経済局
職員

相模原市 下痢 58例目の患者。再陽性。

80 6/17 6/16 20代 女性 無職 相模原市 発熱、咽頭痛、嗅覚障害、咳

81 6/17 6/16 50代 男性
会社員
（神奈川県内）

相模原市 無症状
同僚が新型コロナウイル
ス感染症と診断

82 6/18 6/17 50代 男性
会社員
（市内）

相模原市 無症状
友人が新型コロナウイル
ス感染症と診断

83 6/18 6/18 30代 男性
会社員
（市内）

相模原市 無症状
友人が新型コロナウイル
ス感染症と診断

84 6/18 6/18 50代 男性
会社員
（神奈川県内）

相模原市 無症状
友人が新型コロナウイル
ス感染症と診断

85 6/20 6/19 20代 女性 無職 相模原市 無症状
夫が新型コロナウイルス
感染症と診断

86 6/20 6/19 男性 小学生 相模原市 無症状
父が新型コロナウイルス
感染症と診断

87 6/20 6/20 30代 男性
会社員
（都内）

相模原市 発熱、倦怠感、味覚障害

88 6/24 －
未就学
児

女性 相模原市
既に感染が確認されて
いる患者と接触あり

89 6/26 － 小学生 男性 相模原市
既に感染が確認されて
いる患者と接触あり

90 6/30 6/29 20代 男性
大学生
（神奈川県内）

相模原市 発熱、咽頭痛
友人が新型コロナウイル
ス感染症と診断



連番 発表日 標題 担当課

1 2/7
新型コロナウイルスに関する「帰国者・接触者相談セン
ター」の設置について

地域保健課
疾病対策課

2 2/14 新型コロナウイルス感染症に係る本市の対応について 疾病対策課

3 2/17 新型コロナウイルス感染症に関する市長コメント 疾病対策課

4 2/17
新型コロナウイルスに関する「帰国者・接触者相談セン
ター」の開設時間の拡充について

地域保健課
疾病対策課

5 2/18
相模原中央病院に関連する新型コロナウイルス感染症検
査実施状況について

疾病対策課

6 2/28
新型コロナウイルス感染症への対応に関する緊急要望の
結果について

地域保健課

7 2/28
「帰国者・接触者相談センター」の受付時間の拡充及び一
般電話相談窓口（コールセンター）の開設について

地域保健課
疾病対策課

8 3/9
新型コロナウイルスに感染した患者の濃厚接触者等に対
するＰＣＲ検査及び当該患者の所属する病院への立入調
査の結果について

疾病対策課

9 3/23
相模原中央病院の医師、看護師等に対するＰＣＲ検査及
び当該病院への立入検査の結果について

疾病対策課

10 3/27
相模原市における新型コロナウイルス感染症陽性者の対
応の考え方について

疾病対策課

11 4/2
新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う市内医療体
制に関する対策会議を開催します

疾病対策課

12 4/20
新型コロナウイルス感染症の発生状況及び医療提供体
制の強化について

保健所新型コロナウイルス
感染症対策担当

13 4/30
新型コロナウイルスに負けないために！いま、健康維持
に役立つ情報をお届けします

健康増進課

14 4/30
東芝林間病院の医師、看護師等に対するＰＣＲ検査及び
当該病院への調査の結果について

疾病対策課

15 5/20
旧北里大学東病院を活用した「神奈川モデル」重点医療
機関の設置について

地域保健課

16 5/22 ＰＣＲ集合検査場の設置について 地域保健課

新型コロナウイルス感染症に関する保健所における報道発表
（患者発生状況は除く）



 

 

新型コロナウイルスに関する「帰国者・接触者相談センター」の設置について 

 

新型コロナウイルスへの感染が疑われる方からの相談を通じ、国が示した「疑い例」

（下記５参照）に適合した市民の方に速やかに帰国者・接触者外来（医療機関）を受診

してもらえるよう「帰国者・接触者相談センター」を設置しますのでお知らせします。 

 

 １ 概  要   

「疑い例」に適合する可能性のある市民の方から「帰国者・接触者相談センター」

に電話相談を受け、聞き取り状況により、速やかに「帰国者・接触者外来（医療機

関）」を受診してもらえるよう受診調整等を行うもの 

 

２ 設置場所 保健所内  

 

３ 設 置 日 令和２年２月１０日（月） 

  

４ 相談時間及び連絡先 

＜平日＞  

午前８時３０分から午後５時１５分 

 ０４２－７６９－９２３７(直通) 

  ＜休日・夜間＞ 

  市役所代表番号(０４２－７５４－１１１１)経由により、保健所職員が対応します。 

 

 ５ 新型コロナウイルス感染症の「疑い例」（令和２年２月３日現在） 

   次の（１）及び（２）を満たすもの 

   （１）発熱（37.5 度以上）かつ呼吸器症状を有している。 

   （２）発症から２週間以内に、（ア）、（イ）のいずれかを満たす。 

    （ア）中華人民共和国武漢市を含む湖北省への渡航歴がある。 

     （イ）「中華人民共和国武漢市を含む湖北省への渡航歴がある人」との接触歴が

ある。 

    

 

 

  

 

令和２年２月７日 

相模原市発表資料 

問合せ先 

地域保健課（相談センターの設置に関すること） 

042-769-9241 

重田、本橋 

疾病対策課（上記以外の新型コロナウイルス感染症に関すること） 

042-769-8260 

八鍬（やくわ）、椎橋 

 



     
新型コロナウイルス感染症に係る本市の対応について 

 

 新型コロナウイルス感染症について、国内及び県内での発生が続いているこ

とや、県内で死亡事例が発生したことなどから、本市においても、国や県等と

連携を密にして、市全体で危機感をもって対応していくため、相模原市事件・

事故等対処計画に基づき、本日１３時に、「危機対策本部体制」を発令し、あ

わせて対策本部会議を開催しましたのでお知らせします。 

 

○危機対策本部体制について 

本部長：市長 

副本部長：副市長、教育長 

本部員：危機管理監、各局・区長、福祉部長、保健所長 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年２月１４日 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 

・危機対策本部体制に関すること 

担当 緊急対策課・地域保健課 

電話：042-707-7044（緊急対策課） 

   042-769-9241（地域保健課） 

・新型コロナウイルス感染症に関すること 

担当 疾病対策課 

電話：042-769-8260 



 

   新型コロナウイルス感染症に関する市長コメント 

 

本日、神奈川県と合同で、市内の医療機関（相模原中央病院）

の医療従事者が新型コロナウイルス感染症の陽性となったこと

について記者発表を行いました。 

引き続き、国や県、医療機関、関係者等と情報共有しながら、 

濃厚接触者の把握を含めた積極的な疫学調査を確実に行うとと

もに、人権に配慮しながら、正確な情報を発信するよう努めてま

いります。 

新型コロナウイルス感染症の対策については、国をあげての対

策が講じられているところですが、本市におきましても、「危機対

策本部体制」を発令し、全市をあげて取り組んでいるところです。 

市民の皆さまには、過剰に心配することなく、季節性のインフ

ルエンザの予防と同様に、こまめな手洗いや咳エチケットなど、 

通常の感染対策を励行いただきますようお願いします。 

 

 

令和２年２月１７日 

相模原市長 本村 賢太郎   

令和２年２月１７日 

相模原市発表資料 

問合せ先 

疾病対策課 

042-769-8260 

八鍬（やくわ）、椎橋  



 

 

 
 
 
 
 

記者発表資料新型コロナウイルス感染症による新たな県内の患者確認について 

県内にお住まいの方で、新たに新型コロナウイルスに感染した患者が確認されました。 

この患者は、２月 13 日に神奈川県から記者発表した 80 代女性が２月１日に入院した相模

原市内の医療機関の看護師です。 

引き続き、濃厚接触者の把握を含めた積極的疫学調査を確実に行います。 

【患者概要】 

（１） 年代：４０代 

（２） 性別：女性 

（３） 居住地：神奈川県相模原市 

（４） 症状、経過 

2月14日 発熱、医療機関Ａ受診、夜間嘔吐 

2月15日 軽快せず別の医療機関Ｂ受診し抗生剤治療、夜から下痢症状出現 

        新型コロナウイルス患者との濃厚接触者としてＰＣＲ検査を実施 

2月16日 解熱、ＰＣＲ検査の結果が陽性であることが判明 

２月17日 医療機関Ｃへ入院の調整中 

（５） 行動歴：現在調査中。 

    本人からの申告によれば、80 代女性が入院していた病院に 2 月 1 日～2 月 5 日の間勤

務。勤務中はマスクを着用している。 

    2 月 15 日以降は勤務していない。また、渡航歴なし。 

（６） その他 

・ 当該患者が勤務している病院は、本日から外来の受付を休止しています。 

・ 2 月 13 日に記者発表した 80 代女性が通院・入院していた３つの医療機関で接触した接

触者は 61 人で、2 月 17 日時点のＰＣＲ検査実施者は 43 人で、ＰＣＲ検査の結果、陰性

の人は 42 人でした。その他の方については、検査実施を含めて健康観察を進めていま

す。陽性が判明したのは、現時点では当該患者のみです。 

 

※ 患者・ご家族の人権尊重・個人情報保護に御理解と御配慮をお願いします 

≪参考≫ 
神奈川県・相模原市 

令和２年２月１７日 

合同記者発表内容 



 

 

新型コロナウイルスに関する「帰国者・接触者相談センター」の開設時間の拡充について 

 

 

新型コロナウイルス感染症に関する今般の状況に鑑み、「帰国者・接触者相談センタ

ー」（２月１０日設置）の開設時間を拡充いたしましたのでお知らせします。 

  

１ 実施日 令和２年２月１７日（月）～ 

  

２ 開設時間及び連絡先 

＜平日＞  

午前８時３０分から午後９時まで 

＜土日祝日＞ 

 午前９時から午後６時まで 

＜連絡先＞  

０４２－７６９－９２３７(直通) 

  ＜夜間＞ 

  開設時間以外の時間帯については、市役所代表番号(０４２－７５４－１１１１) 

  経由により、保健所職員が対応します。 

 

 

 

  

 

令和２年２月１７日 

相模原市発表資料 

問合せ先 

地域保健課（相談センターの設置に関すること） 

042-769-9241 

重田、本橋 

疾病対策課（上記以外の新型コロナウイルス感染症に関すること） 

042-769-8260 

八鍬（やくわ）、椎橋 

 



 

 

 

 

相模原中央病院に関連する新型コロナウイルス感染症 

検査実施状況について 

 

昨日、神奈川県と記者会見しました相模原中央病院の「４０代・女

性・看護師」が「新型コロナウイルス感染症」に感染した件に関しま

して、患者と接触のあった方を対象に実施した検査結果について報

告いたします。 

 

（２月１５日～２月１７日実施分） 

 

※ 検査の対象者は、医療従事者５８人、入院患者１２人です。 

※ 外来再開については、今後、病院側と検討してまいります。 

 

 

 

 

 

 

医療従事者 入院患者 

陰性 陽性 陰性 陽性 

５７人 

１人 

(公表した 

４０代・女性) 

１２人 ０人 

令和２年２月１８日 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 

担当 疾病対策課 

電話 042-769-8260 



                     
新型コロナウイルス感染症への対応に関する緊急要望の結果について  

本市では、新型コロナウイルス感染症により、市民の不安が増加の一途

をたどっており、また、市内の医療機関では、今後、市中に感染が拡がる

可能性がある中で、適切な医療が提供できる体制の構築が大きな課題とな

っているなど、緊迫した状況にあります。 

このため、令和２年２月２５日に新型コロナウイルス感染症対策本部に

おいて決定された「新型コロナウイルス感染症対策の基本方針」の着実な

実行を求めるとともに、医療物資の安定供給や市民の不安の払拭に向けた

正確な情報発信など本市が直面している事項について、国に対して緊急要

望を実施しましたので、お知らせします。 
 

１ 実施時期  令和２年２月２８日(金) 

２ 要 望 先  内閣官房 

厚生労働省 

３ 要望項目  別添のとおり 

 

 

 

 

 

令和２年２月２８日 
相 模 原 市 発 表 資 料  

問合せ先 
  地域保健課  

電話：０４２－７６９－９２４１ 
 



緊 急 要 望 項 目 
１ 国主導の下、ワクチンの早期開発への取組をはじめ、本市内の医療機関に

おいて不足している医療物資（マスク、ゴーグル、ガウン等の感染防護具、

消毒薬）の生産・安定供給について、全力で対応すること。特に、今後、一

般の医療機関を受診する機会が増えることに備え、医療機関における院内感

染を防止するための医療物資の安定供給は急務である。 
２ 本市では、これまでに陽性患者が１２名発生しているが、市内の感染症病

床６床にはクルーズ船関連の患者が入院しており、本市で発生した重症患者

が入院できない状況にある。クルーズ船関連の患者の入院先はこのような事

情を汲み取り、対応されたい。 
３ 今後、感染症病床以外の病床又は感染症指定医療機関以外の病床に入院し

ている場合には、当該医療機関に対し、医師、看護師等の人的支援や人工呼

吸器等の物資の供給を図るとともに、感染症予防のための緊急的な施設整備

等に対しても財政支援を講ずること。また、病床を空けておくための措置に

対しても、更なる財政支援を行うこと。 
４ 施設の休止等により著しく収入が減少した医療機関や福祉事業所等に対す

る救済支援策の拡充を図ること。 
５ 検査体制の充実は急務であり、民間の検査施設を最大限活用できるよう、

必要な検査機器や試薬等の支援を投入すること。 
６ 政府広報等、あらゆる手段を最大限活用し、新型コロナウイルス感染症に

対する正確な知識と情報により、国民の不安が払拭されるよう、より分かり

やすく情報を発信・提供すること。また、デマや流言等による感染者やその

家族等への偏見・差別的な扱い、感染者が利用した医療機関等や地方自治体

への風評についても必要な対策を講ずること。 

７ 国民からの様々な相談に対応するため、国による電話相談の充実を図るこ

とはもとより、地方自治体に対しても相談の実施に必要な財政支援の更なる

拡充を図ること。 

８ 更なる感染が広がることが見込まれる場合には、専門的知見が不可欠とな

ることから、クラスター対策班の派遣など、人的支援についての対応も速や

かに講ずること。 
 



 

 

「帰国者・接触者相談センター」の受付時間の拡充及び一般電話相談窓口（コール

センター）の開設について 

 

 

新型コロナウイルス感染症に関する今般の状況に鑑み、「帰国者・接触者相談センタ

ー」（令和２年２月１０日設置）の受付時間を次のとおり２４時間とします。 

また、一般電話相談窓口（コールセンター）を新たに開設しますので、お知らせしま

す。 

  

１ 概  要   

「疑い例」に適合する可能性のある市民の方から電話相談を受け、聞き取り状況に

より速やかに「帰国者・接触者外来（医療機関）」を受診してもらえるよう受診調整

等を行う「帰国者・接触者相談センター」を２４時間体制とするもの 

また、市民からの新型コロナウイルス感染症に係る一般的な相談を受ける専用の電

話相談窓口を開設するもの 

 

２ 実施日 令和２年２月２９日（土）午前９時～ 

  

３ 受付時間及び連絡先 

（１）帰国者・接触者相談センター 

＜受付時間＞  

２４時間（土日祝日を含む。） 

※現在、平日は午後９時まで、土日祝日は午後６時までです。 

＜連絡先＞  

０４２－７６９－９２３７（直通） 

   

（２）一般電話相談窓口（コールセンター） 

＜受付時間＞  

午前９時から午後９時まで（土日祝日を含む。） 

＜連絡先＞  

０４２－７６９－８２０４（直通） 

 

 

 

  

 

令和２年２月２８日 

相模原市発表資料 

問合せ先 

地域保健課（各センターに関すること） 

042-769-9241 

重田、本橋 

疾病対策課（上記以外の新型コロナウイルス感染症に関すること） 

042-769-8260 

八鍬（やくわ）、椎橋 

 



 

 

 

新型コロナウイルスに感染した患者の濃厚接触者等に対するＰＣＲ 

検査及び当該患者の所属する病院への立入調査の結果について 

 

令和２年３月６日にお知らせいたしましたとおり相模原協同病院に勤務する

医師（臨床研修医）が新型コロナウイルスに感染していることが確認されたこと

を受け、当該患者(当該医師)の濃厚接触者等１３２名を対象にＰＣＲ検査を行

ったところ、全員陰性であることを確認しましたのでお知らせします。 

また、当該病院では、院内での感染拡大を防止するため、第三者医療機関であ

る北里大学病院感染管理室が加わり感染症対策委員会を開催し、感染予防策の

確認や、患者・職員のフォローアップを行うなど対策(消毒は、毎日実施)を講じ

ました。 

本日、市保健所が立入調査を行い、感染対策面での安全を確認しました。 

これにより、明日（３月１０日）から外来診療及び救急医療が再開されること

となりましたので併せてお知らせします。 

 

１ 経過 

３月 ６日 医師（臨床研修医）にＰＣＲ検査を実施し、陽性と判明 

当該病院が外来診療を休診 

３月 ８日 ＰＣＲ検査を実施し、１３２名全員の陰性を確認 

３月 ９日 感染症対策委員会を開催 

市保健所の立入調査 

 

２ ＰＣＲ検査の結果等 

（１）ＰＣＲ検査実施者(計１３２名) 

   ・医 師 ：１８名 ・研修医 ：１７名 ・看護師 ：６５名 

   ・患 者 ：２７名 ・検査技師： ４名 ・薬剤師 ： １名 

 

（２）ＰＣＲ検査結果 

   １３２名全員が陰性 

 

（３）その他 

   当該患者の濃厚接触者は、研修医１８名(１名は市外)でした。 

   うち１７名は(１)記載のとおり市で陰性を確認し、市外１名も陰性であ

ることを確認しています。 

 

令和２年３月９日 

１７：００ 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 

担当 疾病対策課 

電話 042-769-8260 



    
相模原中央病院の医師、看護師等に対するＰＣＲ検査及び当該病院 
への立入検査の結果について  

令和２年２月１７日から外来診療を休診し、今月３日から再診に限り外来を

再開している相模原中央病院の医師、看護師等４６名を対象にＰＣＲ検査を行

ったところ、全員陰性であることを確認しましたのでお知らせします。 
また、国立感染症研究所感染症疫学センター、神奈川県衛生研究所、第三者医

療機関である北里大学病院感染管理室の感染管理の専門家が加わり感染防止対

策会議を開催し、感染予防策の確認や、患者・職員のフォローアップを行うなど

対策（消毒は毎日）を講じました。 
今月１８日、市保健所が立入検査を行い、感染対策面での安全を確認しました。 
これにより、明日（３月２４日）から外来診療及び救急医療が再開されること

となりましたので併せてお知らせします。  
１ 経過 

２月１７日 外来診療を休診 
２月２２日 第一回感染防止対策会議 
２月２８日 第二回感染防止対策会議 
３月 ３日 再診に限り外来を再開 
３月１６日 第三回感染防止対策会議 
３月１８日 市保健所の立入検査 
３月２２日 ＰＣＲ検査を実施 
３月２３日 ＰＣＲ検査の結果、４６名全員の陰性を確認  

２ ＰＣＲ検査について 
（１）ＰＣＲ検査実施者（令和２年３月２２日実施分） 
   ・医 師    ：８名 ・看護師 ：２２名 ・看護助手：７名 
   ・診療放射線技師：７名 ・事 務 ： １名 ・工学技師：１名  
（２）ＰＣＲ検査結果 
   ４６名全員が陰性    

令和２年３月２３日 

１６：３０ 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 

担当 疾病対策課 

電話 042-769-8260 



相模原市における新型コロナウイルス感染症陽性者の対応の考え方について 

 

今般、首都圏において新型コロナウイルス感染症の陽性者が増加する中、今後、本市

においても、陽性者の増加が見込まれるため、治療の必要な陽性患者に適切な医療が提

供できるよう、陽性者の症状に応じた対応を行っていきます。 

また、入院が必要な陽性患者や陽性が疑われる入院の必要な患者が円滑に医療機関へ

入院できるよう、市内の医療機関が市と連携して病床等を確保した際、当該医療機関へ

市独自の補助を実施します。 

なお、医療機関への補助は、新型コロナウイルス感染症が指定感染症に指定された令

和２年２月１日からを対象期間とします。 

 

【陽性者の対応の考え方】   

市保健所が中心となり、病床の状況や陽性者の症状等に応じて、入院か自宅療養を

判断します。 

入院患者については、市内の指定感染症医療機関の病床以外の医療機関の病床も確

保し、症状に応じた適切な医療を提供します。 

病床の状況や療養環境を確認した上で、自宅療養となった方については、電話等に

よる健康観察を行うほか、定期的に「帰国者・接触者外来」の受診を支援することに

より、健康状態の把握に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

令和２年３月２７日 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 

疾病対策課 

042-769-8260 

八鍬（やくわ）、吉田 

 

陽性者 

入院か自宅療養かを判断 

相模原市 

保健所 

定期的フォロー 
・電話等による健康観察 
・接触者外来の受診支援 

連絡・調整 

市内指定感染症医療機関 

市内医療機関 

自宅療養 

入院 

感染症病床(６床) 
 

患者 

無症状病原体保有者 (症状がない方) (症状がある方) 

定期的受診 

帰国者・接触者外来(4か所) 

必要に応じ入院 

(※病床の状況による) 



 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う市内医療体制に関

する対策会議を開催します 

 

 新型コロナウイルス感染症は、今後、さらなる感染拡大が予想される中、それを防

ぎながらも、他の急病、慢性疾患等、一般の疾病にも対応が必要です。 

そこで、相模原市は、市民の安全、安心を守るため、地域医療の提供体制の確保に

向けた情報共有、意見交換及び対応策の検討などを行うことを目的に、「新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大に伴う市内医療体制に関する対策会議」を開催します。 

 

１ 日時 令和２年４月３日 午後７時から 

２ 場所 相模原市役所 本庁舎第２別館３階 第３委員会室 

３ 報告事項及び議題 

（１）(報告)本市における感染患者の状況について 

（２）(報告)新型コロナウイルス感染症の拡大を見据えた医療体制「神奈川モデル」に

ついて 

（３）(議題)本市としての対応について 

（４）(議題)各医療機関等の対応について 

（５）(議題)相模原市の地域医療を守るための今後の対応方針について 

４ 構成 

（１）医療関係者 

氏 名 所属団体、機関及び職名 

細田 稔(ほそだ みのる) 氏 一般社団法人 相模原市医師会 会長 

原田 工(はらだ たくみ) 氏 一般社団法人 相模原市医師会 副会長 

土屋 敦(つちや あつし) 氏 公益社団法人 相模原市病院協会 会長 

小松 幹一郎(こまつ かんいちろう) 氏 公益社団法人 相模原市病院協会 副会長 

岩村 正嗣(いわむら まさつぐ) 氏 北里大学病院 病院長 

井關 治和(いせき はるかず) 氏 
神奈川県厚生農業協同組合連合会 

相模原協同病院 病院長 

金田 悟郎(かねだ ごろう) 氏 
独立行政法人国立病院機構 

相模原病院 病院長 

西 八嗣(にし やつし) 氏 相模原赤十字病院 院長 

清水 直史(しみず なおふみ) 氏 東芝林間病院 院長 

 

  

令和２年４月２日 

相模原市発表資料 



（２）相模原市 

氏 名 職 名 

本村 賢太郎 相模原市長 

隠田 展一 相模原市副市長 

河崎 利之 相模原市健康福祉局長 

鈴木 伸一 相模原市危機管理局長(兼)危機管理監 

青木 浩 相模原市消防局長 

鈴木 仁一 相模原市健康福祉局保健衛生部長(兼)保健所長 

 

５ その他 

  取材につきましては、会議開始時の市長あいさつまでとさせていただきますので、

ご協力をお願いします。 

 

以 上 

 

 

 問い合わせ先 

担当 疾病対策課 

電話 042-769-8260 



１　感染症患者を受け入れる病床の確保について

（１）神奈川モデルに基づく本市の必要病床数

※市内の必要病床数は県内の試算数から、人口比で算出したもの

（２）本市の取組

新型コロナウイルス感染症の発生状況及び医療提供体制の強化について

県内 市内

必要病床数
症状 医療機関群 定義

重点医療機関
協力機関

重点医療機関を支援する医療機関

中等症
　・
一部の軽症

240～
2500床

１９～
２００床

ICU・HCU病床を有し、新型コロナウイ
ルスPCR陽性の重症患者の入院管理を行
う医療機関

６０～
３００床

５～
２４床

高度医療機関重症

軽症又は
無症状の者

自宅又は
宿泊施設

重点医療機関

点滴や酸素投与等が必要な新型コロナ
ウイルスPCR陽性の中等症患者を病棟単
位で、重点的に受け入れ、患者増に伴
い順次受入病棟を拡大する医療機関

令和２年４月２０日
相模原市発表資料

重点医療機関
重点医療機関協力病院

高度医療機関 特定機能病院、指定感染症医療機関により必要な病床数を概ね確保

市病院協会の協力のもと、小児を専門に受け入れる医療機関を含め、約
５０床を確保しており、患者を受け入れた市内の一般の医療機関に対す
る市独自の支援策を実施
また、更なる病床確保について、県と協力し「臨時の重点医療機関」の
設置を検討

相模原宿泊療養施設

重点医療機関

協力病院

1



２　新型コロナウイルス感染症の無症状者及び軽症患者の宿泊療養施設の開設について

（１）趣旨

（２）施設の概要

（３）運営体制について

・

・

・

・

（４）入所開始

４月２０日より入所可能

（５）周辺地図

（６）その他

２４時間職員が常駐し、入所者への対応を行う。

入所者の健康観察は、保健師が実施し、症状が悪化した場合は、病院へ搬送。

名称 相模原宿泊療養施設(旧北里大学東病院　麻溝東コーポ)

住所 南区麻溝台２－１－１

構造等 鉄筋コンクリート造５階建て、全て１ＤＫ

その他 元看護師寮（令和２年３月まで使用）

　問合せ先

　　担当　保健所新型コロナウイルス感染症対策担当

　　電話　０４２－７６９－８３２４

入所者は、建物の中でのみ生活し、外出は禁止。

入所者は、２～５階を利用し、４０室まで利用可能。

　現在、首都圏をはじめとして、急速に患者が増加していることから、国は、重症者を優先する医
療体制へ移行するため、陽性患者であっても、無症状の方や軽症患者(以下「無症状患者等」とい
う。)については、自宅や宿泊施設での療養を原則とする方針を示している。
　神奈川県では、「神奈川モデル」として、症状の軽重により担当する医療機関を振り分け、無症
状患者等については、自宅や宿泊療養施設で療養をすることとしており、本市においても、神奈川
モデルの一環として、高齢者や持病のある方と同居している場合など、自宅療養が困難な無症状患
者等の療養環境の整備を図るため、旧北里大学東病院の敷地内にある元看護師寮を借用し、宿泊療
養施設として開設を行う。
　なお、神奈川県は、既に、湘南国際村（約100室）とアパホテル（約2,300室）を確保している。

　防犯カメラについては、アスパイア株式会社（本店：大阪府東大阪市、関東営業所：南区相模大
野）よりカメラ８台（設置工事含む。）の寄贈を受け設置
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（参考）市内発生状況

（１）相談件数（4/19現在）

（２）ＰＣＲ検査数（4/19現在）

（※）クルーズ船の患者に対する検査を含む。

（※）陽性の患者が陰性化を確認するための検査を含む。

（３）患者発生数（4/19現在） （人）

患者内訳

累計患者数到達日数

（４）患者発生率比較（4/18現在） 人口はR2.3.1現在

※人口百万人あたりの発生患者　

問合せ先

担当 保健所新型コロナウイルス感染症

対策担当

電話 ０４２－７６９－８３２４

延べ

1,819

東京都

2,975

新型コロナウイルス感染症コールセンター

帰国者・接触者相談センター

（２月２９日開設） 96.1

件数

１日平均

25 2,054

25.0 66.3

4,711

２月 ３月 ４月 合計

（２月１０日開設）

2,632

件数 1,394 2,443 3,043 6,880

１日平均 82.0 78.8 179.0 105.8

154.8

13,951,791

213.2

　　　※
陽性

陰性

170 1,649

204 1,8182,022

検査人数

検査件数

神奈川県

710

9,196,411

77.2

69

722,254

95.5

川崎市

172

1,531,364

112.3

横浜市

237

3,748,386

63.2

入院中 自宅療養

69 41 22 19 25

17 34 10

人口

発生割合

患者発生数

3

相模原市

17 4 6 6

70代 80代10代

1

20代 30代 40代 50代 60代

19 5 11

1～20 ～40 ～69

2/17～
3/5

～4/8 ～4/18

女

40 29

緑区 中央区 南区 市外

19 23 21 6

男

陽性者数
うち療養中

うち回復 うち死亡
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新型コロナウイルスに負けないために！ 

いま、健康維持に役立つ情報をお届けします 

  

新型コロナウイルス感染症拡大防止のための外出自粛で、体を動かす機会が減って

いませんか。外出を控えながら日々の健康を維持するために、自宅で簡単にできる運

動をラジオ（エフエムさがみ）で放送します。 

また、市ホームページに、運動や栄養、口腔ケアなど様々な健康に関する情報を集

約したページを開設しましたので、ぜひご活用ください。 

 

１ ラジオ 

（１）放送局 

   ＦＭ ＨＯＴ８３９（株式会社エフエムさがみ） 

（２）放送日時 

   令和２年５月１日（金）から毎回５分程度 

   月曜日から金曜日 ①午後２時２０分頃から 

②午後７時頃から（第２木曜日及び金曜日は除く） 

土曜日・日曜日  午前８時４０分頃から 

（８時３０分から放送の、ラジオ de 朝の会終了後） 

   ※放送日時は、今後追加となる可能性があります。 

 

（３）内容 

家の中で簡単にできる運動を、健康運動指導士である日本体操研究所の平岡亮

一さんが紹介するコーナー「平岡亮一監修 座ってできる健康体操」として放送

します。 

 

２ 市ホームページ 

（１）ＵＲＬ 

   https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kurashi/kenko/1014549/1020064/index.html 

   『新型コロナウイルス感染症対策として普段の健康管理を心がけましょう』 

 

 

 

（２）内容 

   自宅でできる様々な体操や規則正しい食生活、歯のブラッシングのポイントな

どについて紹介しています。 

 

令和２年４月 30 日 

相模原市発表資料 

問合せ先 

健康増進課 

電話 ０４２－７６９－８２７４ 

担当 有本、今泉 

 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kurashi/kenko/1014549/1020064/index.html


    
東芝林間病院の医師、看護師等に対するＰＣＲ検査及び当該病院 
への調査の結果について  

令和２年４月１７日・１８日にお知らせしましたとおり、東芝林間病院に勤務

する職員２名が新型コロナウイルスに感染していることが確認されたことを受

け、当該患者（当該職員）の濃厚接触者等２２名を対象にＰＣＲ検査を行ったと

ころ、全員陰性であることを確認しましたので、お知らせします。 
また、当該病院では、院内での感染拡大を防止するため、感染予防策の確認や、

患者・職員のフォローアップを行うなど対策（消毒は、毎日実施）を講じました。 
４月１８日、市保健所が調査を行い、感染対策面での安全を確認しました。ま

た、本日までの健康観察の結果、新たな感染は確認されませんでした。 
これにより、明日（５月１日）から外来診療が再開されることとなりましたの

で、併せてお知らせします。  
１ 経過 

４月１６日 ＰＣＲ検査を実施し、医師１名が陽性と判明 
第一回感染防止対策会議   ＰＣＲ検査を実施し、１６名全員の陰性を確認 

４月１７日 ＰＣＲ検査を実施し、事務職員１名が陽性と判明 
４月１８日 外来診療を休診、消毒 

第二回感染防止対策会議 
市保健所の調査 
ＰＣＲ検査を実施し、２名の陰性を確認 

４月２０日 再診に限り外来を再開 
４月２０日～２３日  

       ＰＣＲ検査を実施し、４名の陰性を確認 
４月３０日 接触者の健康観察の結果、体調不良者がないことを確認  

２ ＰＣＲ検査について 
（１）ＰＣＲ検査実施者（計２２名） 
   ・医療スタッフ：１６名 ・事務：３名 ・患者：３名 
（２）ＰＣＲ検査結果 
   ２２名が陰性  

令和２年４月３０日 

１６：３０ 

相模原市発表資料 

問い合わせ先 
担当 疾病対策課 

電話 042-769-8260 

    042-769-8346 



問い合わせ先 

担当 地域保健課 

電話 ０４２－７６９－８３４３ 

 

 

旧北里大学東病院を活用した「神奈川モデル」重点医療機関の設置について 

 

新型コロナウイルス感染症対策における医療提供体制の確保として、本市では、神

奈川県の構築した「神奈川モデル」の下、主に入院が必要とされた中等症の患者を受け

入れる「重点医療機関」の整備を進めておりますが、今般、北里大学病院が公益社団法

人相模原市病院協会の協力を得て、旧北里大学東病院を活用して医療を提供すること

となり、神奈川県から「重点医療機関」の認定を受けましたのでお知らせします。 

これにより、本市内の中等症等の患者のための病床は、約１１０床となります。 

 

≪重点医療機関の概要≫ 

開設者  学校法人北里研究所 

名 称  北里大学病院 

所在地  南区麻溝台２－１－１（旧北里大学東病院） 

病床数  ５０床（新型コロナウイルス感染症患者専用） 

開始日  ５月２０日（水） 

 

【参 考】 

 

 

令和２年５月２０日 

相模原市発表資料 



問い合わせ先 

担当 地域保健課 

電話 ０４２－７６９－８３４３ 

 

ＰＣＲ集合検査場の設置について 

 

本市では、新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査に積極的に取り組み、これまでに

３,１０１件の検査を行っているところですが、この度、ＰＣＲ検査の体制強化及び帰国

者・接触者外来を設置する医療機関の負担軽減を図るため、次のとおり集合検査場を設

置しますので、お知らせします。 

なお、集合検査場の設置運営は、既にＰＣＲ検査に御協力をいただいている一般社団

法人相模原市医師会に委託します。 

 

－ＰＣＲ集合検査場「相模原市医師会ＰＣＲ検査センター」の概要－ 

１ 設置運営主体  

一般社団法人相模原市医師会 

２ 設置日  

令和２年６月１１日（木） 

３ 開所日  

検査対象者数の状況に応じて開所（週４日以内） 

※設置場所は、患者のプライバシー保護と円滑な運営のため非公開 

４ 対象者  

相模原市民のうち、かかりつけ医等を受診し、ＰＣＲ検査が必要と判断された方及び

濃厚接触者等で症状がある方など 

※完全予約制 

５ 運営方式  

主にドライブスルー方式 

６ 検査  

民間検査機関へＰＣＲ検査を委託します。 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年５月２２日 

相模原市発表資料 



 

 

 

 

４ 国、県、市の 

対応一覧 



新型コロナウイルス感染症に関する本市の対応（令和２年１月～６月）

月

日 15 29 31 3 13 27 28 7 9 11 18 21 22 24 26 27 29 1 3 15 18 23 28 10 21 26 31 8 16 20 20 28

内
　
容

国
内
で
最
初
の
症
例
報
告

武
漢
か
ら
の
チ
ャ
ー

タ
ー

便
開
始

W
H
O
が
国
際
的
に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上

の
緊
急
事
態
を
宣
言

ク
ル
ー

ズ
船
「

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス

号
」

が
横
浜
に
寄
港

日
本
で
初
の
死
者
が
確
認
さ
れ
る

感
染
が
5
0
か
国
・
地
域
に
拡
大
。

死
者
は

2
8
0
0
人
超
。

北
海
道
知
事
が
法
的
根
拠
に
基
づ
か
な
い
緊
急

事
態
宣
言
を
発
出

世
界
の
感
染
者
が
１
０
万
人
超
え

世
界
の
感
染
確
認
百
か
国
・
地
域
超
え

Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
相
当
と
の

認
識
を
表
明

世
界
の
感
染
者
が
２
０
万
人
超
え

国
内
の
感
染
者
が
千
人
超
え

世
界
の
感
染
者
が
３
０
万
人
超
え

Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
東
京
五
輪
の
１
年
延
期
を
承
認

首
都
圏
１
都
４
県
で
週
末
の
外
出
自
粛
を
要
請

世
界
の
感
染
者
が
５
０
万
人
超
え

タ
レ
ン
ト
の
志
村
け
ん
さ
ん
死
去

日
本
医
師
会
が
「

医
療
危
機
的
状
況
宣
言
」

を

公
表

世
界
の
感
染
者
が
1
0
0
万
人
超
え

世
界
の
感
染
者
が
２
０
０
万
人
超
え

国
内
の
感
染
者
が
１
万
人
超
え

女
優
の
岡
江
久
美
子
さ
ん
死
去

世
界
の
感
染
者
が
３
０
０
万
人
超
え

世
界
の
感
染
者
が
4
0
0
万
人
超
え

世
界
の
感
染
者
が
5
0
0
万
人
超
え

日
本
医
師
会
が
「

医
療
危
機
的
状
況
宣
言
」

を

解
除

世
界
の
感
染
者
が
６
０
０
万
人
超
え

世
界
の
感
染
者
が
７
０
０
万
人
超
え

世
界
の
感
染
者
が
８
０
０
万
人
超
え

世
界
の
感
染
者
が
９
０
０
万
人
超
え

世
界
の
感
染
者
が
１
千
万
人
超
え

日 16 16 28 30 1 5 13 25 25 10 13 26 28 7 16 30 4 14 21 22 25 2 12 19 19

内
　
容

【

記
者
発
表
】

国
内
初
事
例
に
つ
い
て
官
房
長
官

が
記
者
会
見

厚
生
労
働
省
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

設
置

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置

指
定
感
染
症
施
行

ク
ル
ー

ズ
船
に
１
４
日
間
の
隔
離
措
置
を
指
示

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対

応
策
を
発
表

対
策
本
部
に
て
「

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
基
本
方
針
」

を
決
定

ク
ラ
ス
タ
ー

対
策
班
の
設
置

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対

応
策
（

第
２
弾
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
改

正
案
の
可
決
・
成
立
（

翌
日
施
行
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
対
策
本

部
を
設
置

対
策
本
部
に
て
「

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」

を
決
定

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基

づ
き
、

７
都
道
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言

緊
急
事
態
宣
言
の
範
囲
を
全
国
に
拡
大

令
和
２
年
度
第
１
次
補
正
予
算
が
成
立

緊
急
事
態
宣
言
を
5
月
３
１
日
ま
で
延
長
を
決
定

緊
急
事
態
宣
言
に
つ
い
て
８
都
道
府
県
を
除
き
解

除 緊
急
事
態
宣
言
に
つ
い
て
関
西
３
府
県
を
解
除

東
京
、

大
阪
、

宮
城
で
１
万
人
の
抗
体
検
査
を
実

施
す
る
こ
と
を
発
表

首
都
圏
の
１
都
３
県
と
北
海
道
に
お
け
る
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、

全
面
解
除

症
状
発
症
か
ら
９
日
以
内
な
ら
唾
液
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
可
能
と
し
た

令
和
２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
成
立

都
道
府
県
を
ま
た
ぐ
移
動
に
つ
い
て
、

全
国
を
対

象
に
全
面
的
に
緩
和

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
Ｃ
Ｏ
Ｃ

Ｏ
Ａ
を
リ
リ
ー

ス

日 16 25 10 13 17 26 2 9 19 25 30 1 7 9 17 24 30 2 3 13 20 21 25 26 1 19 19

内
　
容

【

記
者
発
表
】

県
内
1
例
目
の
患
者
確
認
に
つ
い

て 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
設

置 帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

を
県
内
８
か
所

に
開
設

【

記
者
発
表
】

県
内
の
死
亡
者
に
つ
い
て

【

県
・
市
合
同
記
者
会
見
】

県
内
の
患
者
確
認
に

つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
向

け
た
県
の
基
本
方
針
を
策
定

「

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
部
会
」

を

発
足
（

５
班
３
８
人
体
制
）

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
パ
ー

ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー

ト
の
開
始

神
奈
川
県
感
染
症
対
策
協
議
会

【

記
者
発
表
】

感
染
拡
大
を
見
据
え
た
医
療
体
制

「

神
奈
川
モ
デ
ル
」

に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
神
奈
川
県

対
処
方
針
を
発
表

国
立
相
模
原
病
院
を
含
む
３
か
所
の
重
点
医
療
機

関
を
公
表

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に
向

け
た
県
の
基
本
方
針

葉
山
町
の
「

湘
南
国
際
村
」

を
宿
泊
施
設
と
し
て

運
用
開
始
。

客
室
数
1
0
0
室
。

移
行
期
・
ま
ん
延
期
の
緊
急
医
療
体
制
「

神
奈
川

モ
デ
ル
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
版
」

始
動

横
須
賀
市
に
集
合
検
査
場
の
第
１
号
と
し
て
「

横

須
賀
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設

重
点
医
療
機
関
に
３
施
設
を
追
加
し
、

建
設
中
を

含
め
１
１
施
設
に

「

Ｇ
Ｗ
は
が
ま
ん
の
ウ
イ
ー

ク
で
す
」

と
知
事
か

ら
の
緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
配
信

神
奈
川
モ
デ
ル
の
一
環
と
し
て
横
浜
市
が
旧
市
民

病
院
を
宿
泊
施
設
と
し
て
運
用
開
始

重
点
医
療
機
関
と
し
て
相
模
原
協
同
病
院
を
含
む

２
病
院
を
新
た
に
指
定

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
再
警
戒
を
出
す
指
標
と

し
て
「

神
奈
川
ビ
ジ
ョ

ン
」

を
公
表

重
点
医
療
機
関
と
し
て
北
里
大
学
病
院
（

旧
北
里

大
学
東
病
院
）

を
認
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
が
神
奈

川
県
対
処
方
針
を
発
表

「

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
コ
ロ
ナ
お
知
ら
せ
シ
ス
テ
ム
」

と
感

染
防
止
対
策
取
組
書
の
運
用
開
始

「

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
の
医
療
提
供
体
制
」

を

公
表

午
前
０
時
か
ら
休
業
要
請
を
全
面
解
除

神
奈
川
モ
デ
ル
医
療
機
関
連
絡
会
議

日 23 27 30 30 31 31 10 14 17 17 17 19 24 28 28 29 29 3 9 10 10 17 19 23 24 27 31 31 1 3 6 7 8 13 20 20 20 21 24 28 30 1 5 7 20 26 1 5 11 20 20

内
　
容

健
康
危
機
管
理
保
健
所
内
対
策
会
議
（

所
内
所
属
長
連
絡
調
整
会

議
）

第
１
回
健
康
危
機
管
理
庁
内
対
策
本
部
会
議

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
連
絡
会
議

友
好
都
市
で
あ
る
中
国
・
無
錫
市
へ
サ
ー

ジ
カ
ル
マ
ス
ク
と
防
護

服
を
発
送

第
2
回
健
康
危
機
管
理
保
健
所
内
対
策
会
議
（

所
内
所
属
長
連
絡

調
整
会
議
）

・
危
機
管
理
体
制
　
危
機
レ
ベ
ル
１

・
本
部
連
絡
員
会
議

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
、

帰
国
者
接
触
者
外
来
を
開
設

第
２
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
連
絡
会
議
兼
第

１
回
危
機
対
策
本
部
会
議
→
危
機
対
策
本
部
体
制
（

危
機
レ
ベ
ル

３
）

の
承
認

【

県
・
市
合
同
記
者
会
見
】

県
内
の
患
者
確
認
に
つ
い
て
（

市
内

医
療
機
関
の
看
護
師
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
市
長
コ
メ
ン
ト
を
発
出

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

の
開
設
時
間
を
拡
充

第
２
回
危
機
対
策
本
部
会
議
（

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
延
期
や
中
止
を

検
討
）

第
３
回
危
機
対
策
本
部
会
議
（

不
要
不
急
の
イ
ベ
ン
ト
等
は
３
月

末
ま
で
中
止
・
延
期
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
関
す
る
緊
急
要
望
書

を
国
に
提
出

国
に
ク
ラ
ス
タ
ー

対
策
班
の
派
遣
を
要
請

感
染
症
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

を
開
設

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

の
受
付
を
２
４
時
間
に
拡
充

第
１
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
係
課
長
会
議

【

報
道
発
表
】

相
模
原
協
同
病
院
へ
の
立
入
検
査
の
結
果
に
つ
い

て 第
４
回
危
機
対
策
本
部
会
議
（

公
共
施
設
の
休
館
等
の
措
置
を
３

月
末
ま
で
延
長
）

【

記
者
会
見
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
の
死
亡
に
つ

い
て

第
２
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
係
課
長
会
議
（

経
済
等
対

策
チ
ー

ム
設
置
承
認
）

神
奈
川
県
感
染
症
対
策
協
議
会
に
保
健
所
長
出
席

【

報
道
発
表
】

相
模
原
中
央
病
院
へ
の
立
入
検
査
の
結
果
に
つ
い

て 第
５
回
危
機
対
策
本
部
会
議
（

市
の
イ
ベ
ン
ト
、

施
設
に
つ
い
て

は
原
則
４
月
１
３
日
ま
で
休
止
）

【

報
道
発
表
】

相
模
原
市
に
お
け
る
陽
性
者
の
対
応
の
考
え
方
に

つ
い
て
（

空
床
補
償
制
度
の
公
表
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策
を
と
り
ま

と
め

第
３
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
係
課
長
会
議

九
都
県
市
首
脳
に
よ
る
緊
急
Ｔ
Ｖ
会
議
（

緊
急
メ
ッ

セ
ー

ジ
の
発

出
）

市
内
の
医
療
体
制
に
係
る
対
策
会
議
（

市
長
・
副
市
長
出
席
）
→

旧
北
里
大
学
東
病
院
の
活
用
が
議
題
に

市
長
・
副
市
長
が
旧
北
里
大
学
東
病
院
を
視
察

第
６
回
危
機
対
策
本
部
会
議

第
１
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
相
模
原
市
対
策
本
部
会
議

（

国
、

県
を
踏
ま
え
た
本
市
の
対
応
）

市
病
院
協
会
に
て
緊
急
会
議
開
催
→
重
点
医
療
機
関
に
つ
い
て
、

全
病
院
に
協
力
依
頼

第
２
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
相
模
原
市
対
策
本
部
会
議

市
長
記
者
会
見
で
「

感
染
症
を
受
け
入
れ
る
病
床
の
確
保
」
「

宿

泊
療
養
施
設
の
開
設
」

を
発
表

旧
北
里
大
学
東
病
院
元
看
護
師
寮
を
相
模
原
宿
泊
療
養
施
設
と
し

て
運
用
開
始

キ
ャ

ン
プ
座
間
に
お
け
る
感
染
者
に
係
る
在
日
米
陸
軍
基
地
管
理

本
部
司
令
官
と
の
電
話
会
談
を
実
施

「

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
寄
附
金
」

を
創
設

次
亜
塩
素
酸
水
の
無
料
配
布
開
始
（

６
月
１
８
日
ま
で
）

【

報
道
 発
 表
】

東
芝
林
間
病
院
の
医
師
、

看
護
師
等
へ
の
検
査
及

び
病
院
へ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

第
３
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議

第
２
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
対
策
推
進
本
部
会
議

第
４
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議

「

国
、

県
を
踏
ま
え
た
本
市
の
対
応
に
つ
い
て
」

改
定
→
市
の
イ

ベ
ン
ト
や
施
設
に
つ
い
て
8
月
3
1
日
ま
で
休
止

旧
北
里
大
学
東
病
院
の
閉
鎖
病
棟
を
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
専
用
の
病

棟
と
し
て
開
所

市
医
師
会
設
置
に
よ
る
集
合
検
査
場
の
開
設
を
公
表

第
５
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議

保
健
所
の
体
制
強
化
を
図
る
た
め
、

疾
病
対
策
課
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
対
策
班
を
新
設

相
模
原
宿
泊
療
養
施
設
の
入
所
者
が
０
名
に
な
っ

た
た
め
、

一
時

閉
鎖

市
医
師
会
が
集
合
検
査
場
（

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

方
式
）

を
開
設

本
市
で
の
初
め
て
の
小
学
生
の
患
者
発
生

第
６
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会
議

市
の
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議

が
、

状
況
分
析
・
提
言
を
公
表
。

８
割
の
接
触
機

会
の
低
減
、

重
点
医
療
機
関
の
確
保
、

保
健
所
へ

の
支
援
強
化
を
提
言

全
国
全
て
の
小
・
中
・
高
、

特
別
支
援
学
校
等
の

３
月
２
日
～

春
休
み
ま
で
の
臨
時
休
業
を
要
請

３月

20

横
浜
市
中
区
の
「

ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー

ト
横
浜

ベ
イ
タ
ワ
ー
」

を
宿
泊
施
設
と
し
て
運
用
開
始
。

客
室
数
約
２
３
０
０
室
。

国
の
対
応

県
の
対
応

４月 ５月 ６月

出
来
事

22

25

い
の
ち
を
守
る
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
　
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
週
間

（

一
都
三
県
共
同
キ
ャ

ン
ペ
ー

ン
）

５
月
６
日

ま
で

１月 ２月

28


